











































マルタ・サギーは探偵ですか？７
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　マルタ・サギーとドクトル・バーチ






　マルタは、ゆっくりとマリアンナの膝ひざに横になった。

　公園の植え込こみから隠かくれて様子を見ていたリッツは、何度もヘンリーに服の裾すそを引っ張ぱられながらも気が気ではなくその様子を凝ぎよう視しした。もし、単純に甘えているだけだったりしたら、そっとしておいた方がいい。

　やがて、霧きりの向こうでマリアンナが座ったまま手て招まねきをしたのを見て、リッツはバネ仕じ掛かけの人形のように飛び出す。

「バカがどうしました!?」

　マリアンナはその言葉にも動じずに、真しん剣けんな様子で、けれども落ち着いて答える。

　膝の上のマルタの顔色は、土色の上に奇き妙みような赤みがあって、素人しろうと目めにもまずいと思わせるものだった。短い息を弾はずむように繰くり返し、びっしり汗あせをかいて意い識しきをなくしていた。

「マルタさん、すごい熱なの。帰られた方がいいかも。リッツさん、ちょっと見ていてくださいな。ここの近くの、電話機のあるお宅たくを知っていますから私車を呼よんできますわ」

「あっ、いいえ、それなら」

　後ろからヘンリーがやってきていて、マリアンナの前で帽ぼう子しを取ると軽く頭を下げて言った。

「車です」

　清せい潔けつな服ふく装そうのオーガーの挨あい拶さつに、マリアンナは笑った。

「まぁ、いやだ。冗じよう談だんの上手な方ね」

「あんまりそうは言われたことはないんでお恥はずかしい。レディ、俺おれはリッツとそのバカの住すみ処かの、一階のデリで働いているヘンリーってもんです。のぞいてたのは、そのバカがそんな状じよう態たいだからで。けっして、からかおうとかそんな気持ちじゃないんです」

「……あら、そんなこと。もちろん私はわかっていましてよ」

　マリアンナはレースの刺し繡しゆうのあるハンカチで、マルタの脂あぶら汗あせを拭ふいてやりながら静かに言う。

「すみません、失礼します」

　ヘンリーはそう言うと、マルタの体を抱だき上げて背せ中なかにおぶった。

「……後で、お見み舞まいに伺うかがってもよろしいかしら」

　それに答えて、リッツは涙なみだぐみながら頷うなずいた。

「来て、いただけると。すごくこいつ、嬉うれしいと思うんで」

「よかったわ。……ほら、お行きなさい。ヘンリーさんが待っておいでだわ」

「はい。ありがとうございます、マリアンナさん。ありがとうございます」

　拳こぶしで涙をぬぐって、リッツはヘンリーの後を追って駆かけだした。

　残されたマリアンナは、ベンチに座り直してぼんやりする。

　あんな無む茶ちやをして。




「よかった。いてくれて」




　マルタは、そんな言葉を言って笑った。

　どう見たって、すぐに動けるような怪け我がではなかった。

　あわててベンチを勧すすめたらぎくしゃく座って、何がそんなに嬉しいのかわからない顔で、ヒューヒューと気管を鳴らしながらマリアンナを見つめた。

　それから何を話したか、あまり覚えていない。

「すみませんこんなんで」

　ああ、そうだ。

　そう言った。

「いえ……いいの、寝ねてなくて……」

「はい！　だって僕ぼく、すごい今日楽しみで!!」

　目の下真っ黒なのに、笑え顔がおで。

　マリアンナはどういう表か情おをしていいのかわからない。

「あ、でも、おなかすきましたよね……もう二時だもん……サンドイッチ作ってくるの忘わすれた……どうしよう」

　うろたえて視し線せんをさまよわせるマルタの肩かたは、呼こ吸きゆうするだけでも上下していて辛つらそうだ。

　マリアンナはマルタの手を取ると、見つめて言った。

　計算も何も、この少年の前では吹ふき飛んでしまう。

　いつもだ。

　そうだ、いつも。

「横になれ、いいから。私の膝ひざに」

　マルタが目を瞠みはったが、どうでもよかった。何か失敗したかな。どうでもいい。

「いいから。膝に」

「……服が、汚よごれます。僕、汚きたないんで」

　ああ、そうだよな。

　服は替かえて、体はリッツ・スミスに拭いてもらっただろうが、いかんせん地下水道にいたんだ。簡かん単たんには匂においも汚れもとれない。

　私も苦労したんだよ、マルタ。メイドたちみんなに面めん倒どうをかけてさ。

「いいから。おいで」

　マルタは思う。自分はどぶくさいのにマリアンナは花の香りだ。不思議だ。どういう秘密だろう。

　困こまり切った顔で、マルタは震ふるえるほどゆっくりと横になって、マリアンナの膝に頭を乗せた。

　その動きも辛かったが、横になってしまえば楽だった。

　霧きりに包まれて、二人だけ。世界に二人しかいない気になった。

　他に、ほしいものなんかない。

　布ぬの地じの下の温あたたかさ。柔やわらかさ。いい香かおり。

　マルタは目を閉とじる。

「……サンドイッチ……今度こそ、作ります……」

「……そうね」

　マリアンナはマルタの髪かみを撫なでる。さらさらだとは言い難にくかった。脂あぶら汗あせと汚れで束になった髪を指でほぐして撫でてやる。不ふ潔けつだとも何とも思わなかった。

　マルタの唇くちびるが何か言おうと動いたけれどそのまま眠ねむってしまった。

　気き絶ぜつしたのかも知れない。

　マリアンナはしばらくそうやっていてから、リッツを呼んだ。

　帰かえり際ぎわにジョゼフ犬がやってきて、手を舐なめて帰った。

　それでいい。

　一人になりたかった。

　さっきまで二人だった。

　霧の中で。

　他にほしいものなんかなかった。

　完全だった。

　あの感覚は、なんだったんだろう。

　二人でなければ、一人になりたかった。代わりはない。

　霧に沈しずむ。

　そのまま霧になってしまいたかったが、そうもいかない。

　マリアンナは立ち上がり、ヒールを鳴らして霧の中を泳ぐように立ち去った。







　ラン・フェオーはいいやつだ。

　信しんに似にてる。

　友達になれたら、車で海に行けたらな。

　カーステレオでなんかファンクなのとかかけて。バカなかっこうして。

「鷺さぎ井い、舌したが真っ青だ。キモイ」

　信がそういって笑ったブルーハワイ。お前だってそうだろ。だいたい何で同じもの頼たのむんだ。

















　そうだ、あのとき、森川さんと早さ紀きちゃんも誘さそえばよかったなぁ。森川さんはたばこ臭くさいから、一人でついてくればいいんだ、車で。

　それでみんなでバーベキューとかして。トランプとか。

　ラン・フェオーとマリアンナさんは結けつ婚こんするのかな。

　ランならいいかな。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　きっと。

　僕とじゃダメだ、マリアンナさんを『カード戦争』の、ましてやＳ氏がらみのことに巻まき込むことなんて。

　不幸にしちゃうよ。

　あつい。

　体痛いたい。

　なんでだっけ。

　手を伸のばす。

　バーチがいた。この腕うではバーチだ。わかる、それくらい。僕の七年は伊だ達てじゃない。

「バーチ。あのねぇ。公園に、いてくれてありがとう。ずっと待っててくれてありがとう。生きてて、生まれてくれてありがとう。バーチ。バーチ」

　言っていると嬉うれしい。

　なんて幸せなんだろう。

「……いいから。ゆっくり休みたまえ、名探たん偵てい。それにその言葉は、……私こそだ」

「いやぁ、それは、ないなぁ……」

　僕はろくでなしだもん。







　苦く笑しようして、マルタは眠った。

「先生、どうですか？」

　洗せん面めん器きの水を換かえてきたリッツが、心配そうに訊きいた。

　地ち霊れいと妖よう精せい族ぞくの血が混まじっているらしい耳の垂たれた初老の医い師しは、往おう診しん鞄かばんに聴ちよう診しん器きをしまって、横に置いた汚よごれたガーゼと包帯と湿しつ布ぷ薬やくを指さした。

「よくはないねぇ。何か無理をしましたろう。ともかく熱がさがらないといけない。薬ね、新しいの出しときます。前の先生のは捨すてていいから」

「……え、そ、そんなに悪いんですか」

　洗面器をサイドテーブルに置いて、リッツは不安げに言う。

「いやぁまあ。まぁ私の薬のが早く効ききそうなんで、僭せん越えつですがねぇ。前のリヴィン先生は、なんというか……保ほ守しゆ的な薬を使いなさるんで……」

　背せの丸い医師はそう言って立ち上がった。

「ありがとうございました」

　リッツがそう言って見送りに立つ。医師は廊ろう下かに出て、帽ぼう子しを被かぶり、

「また、往診に来ます」

　と、会え釈しやくをした。

「ありがとうございました」

　頭を下げてリッツは医師を送る。

「一時間後くらいにね」

　振ふり向かず医師は言い、リッツは中に入ってドアを閉めてから目を瞠みはった。

「一時間!?　早くないか!?」

　医師は、暗くなり始めた霧きりの道を歩き、今日はひとの少ない一階のミスター・ブルネルの店の前を通り過すぎる。角を二つ曲がって、静かに寄よせられた黒くろ塗ぬりの車に乗り込んだ。

「おかえりなさいませ、ドクトル」

　矮わい軀くで泥どろ色いろの皮ひ膚ふ、白い手て袋ぶくろをしたゴブリンのジャックが言い、車を出す。

「うん」

　医師の変へん装そうのままバーチは頷うなずき、それきり何も言わずに窓まどの外の霧に目を向ける。深い霧だ。車の速度も遅おそい。

　バーチ。公園にいてくれてありがとう。

　その言葉は、バーチがマリアンナだと理り解かいしていることに他ほかならない。

　マルタ・サギー。

　熱に浮うかされて混こん乱らんしただけだろう。

　生まれてくれてありがとう。

　なぜだ。

　なぜそんなことを言う。

　そんなことを思う？

　なぜ私は苦しいのだ。

「ジャック」

「はい」

「一時間後に、また往診する」

「……はい」

「そのあとの予定は白紙にしてくれ」

「ラン・フェオー様が会見の申し込みを」

「どうでも」

「会っていただきませんと」

「……そうか」

　それ以上言葉をつむぐことが出来なくて、バーチは黙だまり込む。

　胸むねがざわつく。同時にとても静かだ。

　今会ったばかりなのにもうマルタに会いたい。

　何も考えられない。

　何もしないまま車で市内をまわり、一時間が過ぎてまた往診に行った。

　少し熱が引いていた。

　車に戻もどったらジャックが、

「次は、明日の昼間にと、ちゃんと言ってきたでしょうね」

　と、確かく認にんして、バーチはうなずいた。

　マリアンナとして暮くらす屋や敷しきに赴おもむき、変へん装そうをといて、メイドたちにまかせきりで風ふ呂ろに入ってめかしこむ。やがて時間どおりにやってきたラン・フェオーを迎むかえ入れた。

　今日のランは、光こう沢たくのある黒の民族衣い装しようで、その服には銀の糸で湧わき立つ雲の刺し繡しゆうがされていた。昨日、主しゆ催さいのパーティで崩ほう落らく事じ故こがあったばかりだというのに、さほど憔しよう悴すいしている様子もない。

　応おう接せつ室しつの椅い子すに座すわり、紅こう茶ちやを飲みながらマリアンナは言う。

「よろしかったんですの？　お店の方は」

「すぐに戻ります。残念ですが。私は、この時間を楽しみに徹てつ夜やしてるんです」

「その割わりにお元気ね」

「鍛きたえております。……それで、この度たびのパーティで、あなたがご機き嫌げんを損そんじておられないか、それが心配でぶしつけとは思いながらも、こうして参上しました。……受けていただけてよかった」

　心底安あん堵どした顔でランが言うものだから、マリアンナはふっと笑った。

「あの騒さわぎはなにも、あなたのせいではありませんでしょう」

「警けい備びの不備と言われれば、一言もありません」

「真ま面じ目めですのね」

「あなたに対してはそうありたいと思っております」

「……そんなので疲つかれない？」

　言うと、ランの磁じ器きのような肌はだが真っ赤に染そまった。

「わ、私は……その。他に、やりかたを知らないので」

「ま、噓うそばかり。やり手だと伺うかがっておりますわよ」

「仕事とこのことは違ちがいます」

「このこと？」

　マリアンナは少々意地悪な気分になって、からかう。

　ぐっと言葉を詰つまらせてランは唇くちびるを引き結ぶ。

「……女じよ性せいに実じつのある男だと思ってもらいたい。そういうことです。それと」

　少しの逡しゆん巡じゆんのあとに、ランは肩かたの力を抜ぬいて笑った。

「少々、落ち込んで疲れているので、お顔を拝はい見けんしたくなったんですよ」

「あらまぁ？」

　マリアンナは微笑ほほえんで小首をかしげた。

「かわいらしいお言葉のお礼に、一つ教えて差し上げましょうか。今回のパーティでの事じ件けんを失敗だとオスタス市民に言わせないためにどうすればいいか」

「はい」

　ランは身を乗り出した。

「ホテル・デアステロの中庭の復ふつ旧きゆうを、フェオー宝ほう石せき店でなさることよ。そして以前よりも明るく、親しみやすくすること。……あそこ、市民に不ふ評ひようだったの。暗くてじめっとしてて。以前の流行のままだから。そうだ、芝生しばふには特にお金をかけてね」

「……それは、申し出たのですが断ことわられまして」

「まぁ」

　マリアンナはニッコリと笑った。

「東洋の大だい富ふ豪ごう様としては、今こそ札さつ束たばで横よこっ面つらをはり倒たおすときでしてよ」







　上機嫌でランは帰って行き、マリアンナはそれを玄げん関かんで見送った。

　中に戻り扉とびらを閉しめればメイドのアンが後ろから言う。

「マリアンナ様も、結けつ構こう楽しそうでいらっしゃいませんこと？」

「まぁな」

　ため息を吐ついて言われ、アンはそれ以上は黙だまったが、しばらくしてからマリアンナが言った。

「……アレが私の旦だん那なになったら、アンはどうだ？」

「悪くないと存ぞんじますけど……」

「……そうか」

「でも、アレとか言ってる段だん階かいでどうなんでしょうね。私は結けつ婚こんしたことがないんでわかんないですけど。……女の幸せは、結婚ではないですよ多分」

「では、なんだ？」

　アンは肩をすくめて言う。

「好きな人に愛されることです。結婚は重なってはいますけど、主題ではありませんわ。ま、私結婚したことないんですけどねぇ。あこがれもしませんけど、でも厭いといもしませんよ」

　色っぽい微笑みを向けられて、マリアンナは苦く笑しようする。

　そしてため息を吐いた。

「どうも、少し疲れたな。一人になりたい」

「離はなれはいかがですか。デジーナーの散り頃ごろですわ」

「……いや、車を用意してくれ。一人で走ろう」

「承しよう知ちいたしました」

　部屋に戻もどり、運転用の茶色のズボンと短いベルト付きの上着に着き替がえる。中は少し考えて絹きぬの下着にアンゴラのセーターを着込む。靴くつ下したを履はいて、ブーツに足を通す。メイドたちは呼よばなかった。上着の釦ぼたんをはめ、スカーフを巻まいて髪かみを後ろでまとめ、軽く口くち紅べにをひきなおした。

　イヤリングを外し、指輪も外す。

　革かわの手て袋ぶくろをして、外に出た。

　春の宵よいだ。

　玄関に回されていた車に乗り込んで、鍵かぎを回してブレーキを外し、ギアをいれてアクセルを踏ふむ。

　深夜には戻るつもりだ。

　とにかく一人になりたかった。

　全く、私はどうしたというんだ。

　マルタ・サギーのことばかり考えていた。

　熱に浮うかされただけだろうとは思うが、まるでマルタはバーチがマリアンナだと知っていて、そしてそれでかまわないようだった。

　触ふれた手がまだ熱い。

　車が夜のオスタスを抜ぬけ、郊こう外がいを外れ、やがて荒こう涼りようとした山にさしかかる。

　月が見事だ。霧きりは晴れた。ヘッドライトが山の景色を切り取る。

　ふと、道の先に人ひと影かげが見えた。道の真ん中に立っている。なぜだと思う間もなくブレーキを踏む。間に合わないかと思った瞬しゆん間かん、人影のコートにバンパーをかすらせて停止した。

　暗くら闇やみにエンジン音だけが響ひびいている。

　マリアンナは自分の鼓こ動どうが耳元で鳴っている気がした。

　だが、それも、自動車の前に立っている男の顔を見るまでだった。

　うねる赤みがかった金きん髪ぱつ。厚あつい胸むな板いた。しっかりした腰こし回まわり。黒いコート越ごしでもわかる、バランスのとれた体たい軀く。

「デアスミス……！」

　鼻に皺しわを寄よせてマリアンナは言い、車のギアをバックに入れる。

「おっと、何をするつもりだね。降おりたまえ、ドクトル・バーチ。いい月だから話をしよう」

　ガラス越しにでも聞こえる声でウィリアム・デアスミスは言った。

　マリアンナはギアをバックに入れると、思い切りアクセルを踏む。ある程てい度ど下がったところで、ギアを戻してまた思い切りアクセルを踏み込こむ。エンジンがうなりを上げ、タイヤが道路を嚙かむ音がする。デアスミスは動かない。

　マリアンナはブレーキを踏まず、アクセルを緩ゆるめない。デアスミスは動かない。ヘッドライトにその顔の陰いん影えいを濃こく映うつし、いつも通りの薄うす笑わらい。

　リッツ・スミスの兄のくせに、似にているのはその瞳ひとみの色しき彩さいだけだ。

「それとも昔はそばかすがあったのか？」

　呟つぶやいてマリアンナは平然とアクセルを床ゆかまで踏み込む。

　跳はね飛ばす、その一瞬。

　車がぴたりと静止する。

　マリアンナは舌した打うちをし、アクセルを一度緩めてまた踏み込んだ。エンジン音は響くが、前に進まない。タイヤが地面を嚙んでいない感じだった。

　鼻の頭に皺を寄せて悪あく態たいをつくと、エンジンを切ってサイドブレーキを引いた。

　車の扉とびらのハンドルを引いてから、腹はら立だち任まかせに蹴けり開け、ハンドルの上に足を上げて頭の後ろに両手を置いた。

「まぁ、お前が一人で来るわけがないが、カード使いの手下がいるんならそれを使ってオスタスで私に話しかけてもいいわけだろう？　何をのこのここんな山中で待まち伏ぶせだ。また暇ひまつぶしか。くだらん。死ね」

「どうも君は無ぶ粋すいでいけないね、ドクトル・バーチ。ウイドウを私に盗ぬすまれた君の顔を、月光の下で拝おがもうとわざわざ参じたのに」

「暇だな。死ねばいいのに。わざわざ山登りか。死ねばいい」

「そう死ね死ね言わないでくれたまえ。だいたい、わざわざ山登りなどしやしない」

「……カード使いの手下、か」

　顎あごを上げてマリアンナは言う。

「そう。君が地道にドクトル・バーチを続けている間に、私はカード使いの者達たちとのつながりを手に入れた。……情じよう報ほうも君より先んじているだろう。これから私は、君から盗んだウイドウを使って」

「あー。ウイドウなー」

　マリアンナは革の手袋の手で、がりがりと頭をかいた。

「そう言えばジャックに報ほう告こくされたな」

「……そういえば？」

　あからさまに不ふ快かい気げに、デアスミスは顔を歪ゆがめた。

「言われてみれば確たしかにアレは私の大発明だしな。たとえば学会に出せばそれなりの評ひよう価かはもらえるだろうし、特とつ許きよを取れば億おく万まん長者さ。だがまぁ、ジャックに管理をまかせておいてお前に盗まれたのなら仕方ないし、正直それどころではないんだよ私は!!」

　マリアンナはいらだちを明らかにして、ハンドルを思い切り蹴った。

「だいたい、人が考え事をしようというのに、なんなんだお前。帰れどっか行け死ね!!　ああもう私はお前が大嫌きらいだ!!　おいカード使い!!　カードの効こう力りよくを外せ、デアスミス、お前はそこをどけ。今はお前を轢ひき殺すより、一人になりたいのだ。お前の企たくらみなんか知らん、失うせろ邪じや魔まくさい」

　デアスミスは唇くちびるをとがらせて肩かたをすくめると、道の脇わきに退どいた。

　マリアンナは夜に響ひびき渡わたる音を立てて力任せに車の扉を閉しめる。驚おどろいて木から鳥が飛び立った。デアスミスの横を猛もうスピードでマリアンナは駆かけ抜ぬけ、いきなり止まって窓まどを開けて怒ど鳴なった。

「帰り道もこのルートだからな!!　それまでにどこかに行っていろ、死ね!!」

　吐はき捨すててマリアンナは去った。

　静寂しじまの戻もどった山の中で、闇やみの中に控ひかえていたクレイフル・ソーマンソーがデアスミスの横に進み出た。栗くり色いろの髪かみと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの元もと医い学がく生せいだ。

「なんとも、騒さわがしい」

「つまらないなぁ。もっと遊んでくれてもいいのに」

　遠く、山やま肌はだをヘッドライトが進んでいくのが見える。虫の音が戻り、風の音がする。

　月の下を、雲が横切っていく。

「せっかく、盟めい友ゆうと月を楽しもうとしたのに」

「あれだけ死ね死ね言われて盟友ですか」

「そうだとも。……ま、いいや。これはこれで面おも白しろかったし」

　クレイはこっそりため息を吐つく。

「デアスミス様の退たい屈くつの病は、私には治せませんね」

　その言葉にデアスミスは軽く苦く笑しようした。

「医者でもないくせに言うものじゃないな、クレイ。君は私のそばにいてくれればいいんだよ。退屈の病は治せずとも、孤こ独どくは紛まぎれる」

「私はいつでもおそばにおりますよ」

「違えるな。信じている。いずれにしろ時は間近だ」

　聞いて、クレイはかしこまって小さく頭を下げた。

「……なぜかなぁ、私はこんなにもオスタスを、この世界を愛しているというのに、そのために自分のすべてを捧ささげているというのに、時々理り解かいされないのは」

「行動で示しめすしか、方法はありません。たとえ非ひ難なんを受けても我われらの目的は正しく、手しゆ段だんはこれしかないのですから」

「ありがとうクレイ」

　月の下、デアスミスとクレイは信しん頼らいと友ゆう情じようを込めた視し線せんを合わせて、微笑ほほえみを交かわした。

　そして、デアスミスは木の陰かげに隠かくれていたカード使いに声をかける。

「メリーアン」

　メリーアンと呼よばれたものは、おそるおそる駆かけ出た。

　月光に現あらわれたその姿すがたは、長い金きん髪ぱつの少女だった。薄うすいウールのコートを着て、編あみ上げのブーツを履はいている。

「クレイと私を、運んでいってくれないか？　オスタスまで」

「はい、デアスミス様。おやすいご用です」

　メリーアンは心からの信頼を込めてデアスミスを見上げた。夜の中で、その目はビー玉のような緑色に光った。









　第二章　いつでも神はゲームに夢む中ちゆう






　熱い。

　意い識しきが浮うかんでは消える。

　ぼんやりと何度か食事をし、水を飲んだ気もする。バーチが来た気もする。ああそうだ、シェリーさんの色紙、書いてもらったっけ。もらったような気もする。

「……失礼しまーす」

　扉とびらが開いて、空気が変わる。

「ちょっと、二人きりにさせてくださいねスミスさん。すぐ済すみますんで」

　誰だれだ。

　誰かが入ってきて、扉が閉しめられた。

　なんだ。

「マルタさーん。シェリー・オーウェンでーす。生きてますか？」

　ぜっぜっと呼こ吸きゆうを繰くり返すマルタに、『カード戦争』委員会オスタス支し部ぶの女じよ性せいは口元に手を当てて声をかけた。

　眼鏡をかけてプレッツェルみたいに髪を結ゆって、いつも黒い服と黒い鞄かばんの。

「あのーこんな時になんですけど、お願いしていたバーチ様のサイン色紙を取りに参りました。どこですか？　明日、ファンの集つどいがありまして。ちょっとコレクションを持ち寄よろうという企き画かくで」

　言いながらシェリーはあちこち部屋を物色している。

　ウザい。

　帰ってくれないかな。

　僕ぼく『カード戦争』委員会だいきらいだし。

「あっあったぁ！　うわぁありがとうございます、マルタさん!!　ちゃんとシェリーさんへって書いてるじゃないですか。日付も！　これであと一言なんかあればなー。でも、まっ、いっかこれでも！」

　なんて失礼なんだ。

　もう帰れ本気で。

「でですねー、ちょっとお礼があるんですよ。えへへ。これ、普ふ通つうにワークで使えますんで。サービスです。それではー」

　枕まくら元もとに何か置かれた。

　シェリーは出て行って、扉が閉められた。

　……なんだ、一体。手を伸のばすと一枚のカードの感かん触しよくがあった。摑つかんで確かく認にんしようとした瞬しゆん間かん、唐とう突とつに声がした。

「おお、ちょうど良かったな。部屋に一人のタイミングで」

　聞いたことのある声だ。不ふ吉きつな感じがした。誰だっけ。マルタは反はん射しや的にカードを摑んで枕の下に入れた。思い出すまでもなかった。耳の奥おくに注がれる蜜みつのような、悪い夢ゆめの中で聞く音楽のような声。

「デアスミス！」

　ジョゼフ犬は、と思ったがいないようだ。そうかもう夜なんだ。

「こんばんは、マルタ・サギー。お加か減げんはいかがかな」

　マルタは飛び起きて、全身に走る痛いたみにうめいて震ふるえながらベッドに手を付いた。

「ああ、いい、寝ねていなさい。ぶしつけな登場で申し訳わけないね」

　彫ちよう刻こくのような美しい手を胸むねに当てて、デアスミスは微笑んで体を前に傾かたむける。

「そう、紹しよう介かいしようか。おいでメリーアン」

「はい」

　メリーアンと呼よばれた少女は、雑ざつ然ぜんとしたマルタの部屋、本の山脈を崩くずさないように気をつけて歩いてきた。

　長い金色の髪かみに、顎あごの下でひもを結ぶベルベットの小さな帽ぼう子し。薄いウールのケープ付きのマントに、紫むらさき色いろの瞳ひとみ。

「……はじめまして。あなたも特定カード使いだときいて来ました。ゆっくりお話しできないのが申し訳ないけれど、ご挨あい拶さつさせて頂いただきたくて。私は『転てん移い』のカード使い、メリーアン・リットソンです」

　だから？

　目の前にデアスミスがいる。

　カード使いを連れて。

「───リッツ!!　逃にげろ!!」

　デアスミスとメリーアンの背はい後ごから手が伸びて、マルタは仰あお向むけに突つき倒たおされた。

　栗色の髪に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。

　そういえばいつだって消毒薬の香かおりがしていた。

　マルタが最初に、オスタスで出会った男。

　クレイフル・ソーマンソー。

　医い学がく生せいで、一いつ般ぱん市民のふりをしていた殺さつ人じん鬼き。

「ここはクレイに任まかせようか」

　デアスミスの言葉に、クレイは小さく頷うなずく。

「私はリッツを迎むかえに行ってくるよ。マルタ・サギー。今までありがとう。ご苦労だったね。感かん謝しやしている」

「待て、デアスミス!!……ぎゃあッ!!」

　熱をもって腫はれている肋ろつ骨こつの部位を、クレイに的てき確かくに押おさえつけられてマルタは悲ひ鳴めいを上げた。

　痛みに支し配はいされて動けない。脂あぶら汗あせが噴ふき出てて、上下の感覚がわからない。耳元で血流の音がする。視し界かいが狭せまくて暗い。何か見えているのかも判はん然ぜんとしない。

　デアスミスとメリーアンは外に出て行き、扉が閉められた。

「マルタ。君が障しよう害がいになるとは、正直思えないんだけれど、デアスミス様の計画のためだ。万ばん全ぜんを期すべきだからね」

　言いながらクレイは、マルタの包帯を解とき、つけられていた添そえ木ぎや湿しつ布ぷ薬を取り払はらう。

「……一度だけ、訊きいておこうか。デアスミス様の目的は、この世界を『カード戦争』から守ることだ。そのために、すべての手しゆ段だんを使って有利な交こう渉しようをしようとしている。僕たちは、『カード戦争』についてかなりの情じよう報ほうを得ているよ。幾いく人にんものカード使いが僕らに味方してくれているからね。……君もわかってるだろう、マルタ。『カード戦争』の理り不ふ尽じんさを」

　そう。

　わかっている。

『カード戦争』をしている者達がどれほど理不尽かを、多分誰よりもよくわかっている。

　森川さん。信しん。早さ紀きちゃん。

　あったはずの絆きずな。

　そうと知らずに、でも選んで捨すて去ったのは自分だ。

　けれども、それが可か能のうであるだなんて、おかげで自分はここに戻もどってこられたけれど、バーチの命はつなげたけれどでも、なんて理不尽なんだろう。

　そして彼らはその理不尽な力をいつでも行使できる。

　オスタスというゲームマップに飽あきたらいつでも、閉とじて忘れることが出来る。

　自分たちはそれを知っていて、それをよしとは出来ない。

　ならば出来ることをしよう。

　デアスミスの言っているのは、つまりそういうことだ。

　理り解かいはする。賛さん同どうもする。心の底からだ。『カード戦争』をしている者達が、マルタは憎にくい。

　だけれど。

「うるせぇ、この人殺し」

　痛みにあえぎながら、掠かすれ声でマルタは言う。言うだけでも全身に激げき痛つうが走る。頭ががんがんして目がかすむ。

「人殺しに正せい義ぎなんかあるか」

「……君は少し歴史の勉強をした方がいい」

「歴史なんか、十年も習ったよ」

　蓑みの崎さきのだが。オスタスで読んだこの世界の歴史も、大差はなかった。戦って、和平して、戦争をして、やがて戦争は良くないと言うところに落ち着いて。

「では、理解が足りないな。理不尽な力には、一見不道徳であったり、犯はん罪ざいのように見えても持ちうる限かぎりの力で対たい抗こうしなくてはならないんだ。わかるだろう。何しろ相手は」

　クレイは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよして口をつぐんだ。

　やめろ、クレイ。

「神だ」

　マルタは一瞬全身の毛が逆さか立だった。

　何かの意い識しきが、僅わずかだがこちらに向いたのを感じた。

　なんのだかはわからない。わかりたくもない。

　マルタは目を閉じた。

「だからマルタ。君も参加しないか。私たちの活動に」

　がちがちと恐きよう怖ふに奥おく歯ばが鳴る。

　去れ。いなくなってくれ。別のおもちゃに気を取られてくれ。頼たのむ。クレイは感じていないらしい。糞くそ。

「……人殺しの片かた棒ぼうを担かつぐのなんかイヤだ……。牧歌的な思考だと笑われてもいいんだ……。イヤなもんはイヤなんだ」

「よほど道徳的な両親だったのかな、君の親は？」

「両親なんか知らない。ずっと、一人だった」

　父の顔は覚えていない。自分がこだわった庭まで捨てて、妻について行った父。母の声は覚えている。一番新しい記憶は電話の声。いいから切れと信が怒おこった電話。

「でも、もう僕は一人じゃない」

　オスタスに来てから知った、人とつながること。

　それを知っていたから、きっと蓑崎でも森川さんに土ど下げ座ざができた。あの雨の中で。君、溺でき死ししそうよ。あきれたようなうんざりしたような声が耳の奥でよみがえる。

「正直、蓑崎で、学校やめる前だったら人殺しもよかったかも知れないさ」

　マルタは思い出す。

　オスタスに来る前までの蓑崎での気持ち。

　どうにかなってしまいそうだった平へい穏おんな暮くらし。これは生きているって言うのかな。歩くことにすら気力が湧わかない。だから学校をやめた。殺人事じ件けんのニュースを聞く度たび、いつも少し考えた。僕もしたらどうなるのかな。少しはドキドキするのかな。瞬まばたきもせずに、空調の利きいたリビングで、テレビを見ながら薄うす笑わらいを浮うかべていた。

「でも、もうそうじゃないんだ。そうじゃないから」

　雨の中で。

　顔を半分水たまりにつっこんでオスタスに来た。

　助けてくれたのは。

　家に入れて、着き替がえさせてくれたのは。

　クレイ、あんたのくせに。

「クレイ、もう誰も殺さないでくれ。いいじゃないか、他の方法を探さがそうぜ。デアスミスも頭いいんだろう？」

　それを聞いて、クレイは小さく首をかしげる。

「なぜ、殺人がいけないのか理解できないんだがね」

「……は？」

「大たい義ぎのためだ。仕方あるまい。誰だって、訳わけもわからないまま世界ごと自分が消えるのはいやだろう？　で、あるなら、ひとの命を使って世界を守るのがなぜいけないのか、理解させてくれないか」

「だ……だって、そ、そうだ、クレイだって、デアスミスがある日突とつ然ぜん死んで、帰ってこなくなったら嫌いやだろう？」

「ああ、嫌だな」

「それと一いつ緒しよで」

「だが、デアスミス様は高こう潔けつな目的をもって行動しておられるのだ。他のものと天てん秤びんにかけられはしまい」

「誰だって高潔な目的くらい持ってるよ！」

　マルタは大声で言い、痛いたみにうめいた。クレイは不ふ快かいそうに眉まゆをひそめる。

「どんな」

　言われて考え、何とか言葉を絞しぼり出す。

「……幸せに、生きる、……とか」

「だからそのための世界をデアスミス様は守ろうというのだ。その慈じ悲ひがわからないのか？」

「だからってひと殺すなって」

「他ほかに手しゆ段だんがあるなら教えろ」

　言われてマルタは言葉を失う。

　手段。

『カード戦争』からオスタスを守る手段。

　クレイは僅かに口の端はしを上げた。

「考えたこともないだろう。デアスミス様はずっとそのために行動されてきたんだ。私はデアスミス様を尊そん敬けいしているから、おそばで働きたい。我われらの殺人は目的ではなく手段だ。………仲間になるなら詳しよう細さいを教えてやるよ。知りたいだろう？　思いつきもしないものな。考えたこともないものな。嫌なことばかりがあって、許ゆるせないことばかりがあって、けれど何もしない」

　クレイは僅わずかばかり興こう奮ふんした自分を戒いましめるように息を吸すい、吐はいて眼鏡めがねを直す。

「それを愚ぐ鈍どんと言うんだよ。自分自身の心地ここちよさや利り益えきばかりを追い求め、全体の未来を踏ふみにじる。……なんというおぞましさだ。そんな輩やからの生命を使って、計画を進めることがどれほどの悪だというんだ。理り解かいができない」

「クレイ」

　マルタは泣きそうになって顔を歪ゆがめる。

　なんて遠いんだろう。

　どうして分かり合えないんだろう。

　自分の家に迎むかえ入れて、おいしい紅こう茶ちやとパンケーキを作ってくれた。靴くつ擦ずれを手当てしてくれた。

　クレイ、知らないだろ。

　僕にそんなことをしてくれたのは、あんたが初めてだったんだ。

「マルタ。もう一度だけ訊きくよ。仲間にならないか。リッツ様の問題は、もう今夜にも解かい決けつするだろう。オスタスは新しい時代を迎むかえることになる。そのあとも私たちの戦いは続くのだ。……『名探たん偵てい』のカード使いとして参加しないか」

「クレイ」

　情なさけなくて、悲しくて、本当に涙なみだが出てきた。

　蓑崎に戻もどる前は、こんなことで泣かなかったような気がする。オスタスに来る前は、涙なんか流した覚えもない。

　でも、どうしてバーチに泣き虫名探偵って言われるくらい泣くようになったんだろう。

　バーチ。そうだ、バーチ。あんたを、あなたを守るんだ。オスタスごと全部守るんだ。そのために僕ぼくはここにいるんだ。

　クレイの目が冷ややかにマルタを見下ろす。

「所しよ詮せん、愚鈍な民たみの一人か。……わかってはいたが、リッツ様の世話でもやらせられたらよかったんだがな」

　その手が、マルタの傷きずの上にかざされる。

「さようなら、と。フレッドに伝えてくれ」

　そしてクレイはそのまま力を込こめた。マルタは衝しよう撃げきに全身を貫つらぬかれ、目を剝むいて叫さけび声を上げた。激げき痛つうが体を支し配はいする。

「それと、きちんと君にも言っておこう」

　激はげしい耳鳴りの中、クレイの声が遠くでする。片かた腕うでを取られた。やめてくれと哀あい願がんする間もなく、ベッドの外に出されて思い切り体重をかけられた。上じよう腕わん骨こつの折れる音が体の中からした。

















「さようなら」

　また叫んだ。痛みに涙と洟はなが噴ふき出て、視し界かいが暗い。首を巡めぐらすこともできない。

「リッツ、リッツを、どうした」

　声が出たかもわからない。クレイは扉とびらを閉しめて出て行った。

　激痛に気が遠くなる。だめだ、気を失うことなんか。

　誰だれか。

　リッツ。

　リッツ。

　リッツも守るんだ。

　僕の家族なんだ。助手で、一いつ緒しよにいてくれて、いろいろみんなやってくれて、まだ十五歳さいで。

　ああ。

　Ｓ氏でも、神様でもいい。

　リッツを助けて。

　リッツ。

　誰か。

　僕の持ってるものなら何もかも全部くれてやるから誰か。

　マルタはそう思って、体を動かした。全身を激痛が走る。無む視しする。リッツを守る。涙がぼとぼととシーツの上に落ちた。痛いたみに熱が上がり、脂あぶら汗あせが噴き出る。歯を食いしばる。唇くちびるが閉とじられなくて、よだれが顎あごと胸むねを汚よごす。荒あらい息。身を起こす。ベッドから降おりる。痛みに上下がわからなくなって、転ぶ。最初からやり直し。構かまうものか。時間の感覚がない。前がよく見えない。なんでもいいからリッツを追うんだ。誰かなんていない。僕が守るんだ。僕がリッツを、僕が僕の大事な家族を、僕が僕の弟を、かみさま、あんたがカードに夢む中ちゆうで、僕なんか見てないのは知ってる。よくある話だ。あんたが何もしてくれないのはわかってる。そんなのは百も承しよう知ちだ。だけど、だから、だけど、ああ、この足を進めさせてほしいと、誰に祈いのって、願って、請こえばいいのか僕にはわかんない。

「ごあ」

　獣けもののような声が出た。

　喉のどの奥おくから。

　また転びそうになりながら、裸足はだしで歩く。扉に手をつく。いいぞ。ここまでは来られたんだ。大だい丈じよう夫ぶ、追っていける。どこまでだって行ってやる。

　もう一歩を踏み出したら、立ち方がわからなくなった。

　視界が暗くなる。

　だめだ、僕がやらないと、神様になんか頼たよれないのに、だから僕はＳ氏と契けい約やくしたのに、

　リッツ。

「鷺さぎ井い！」

　名を呼よばれて目を開ける。

　誰かの腕に抱だき留とめられていた。

　褐かつ色しよくの肌はだ。この声と匂におい。間ま違ちがえようがない。

　そういえば、いつもいいタイミングで来ることは来るんだ。

　だけど全すべての始まりはお前なんだ。

「アウレカ」

　瞼まぶたを開けたら、アウレカの目が見えた。どこかにある、楽園めいた海みたいな黄緑色。いつもの格かつ好こうだ。大きな剣けんを背せ負おって、革かわのマントで。

　声、出てるのかな僕。

「リッツが連れて行かれた。助けてくれ」

「俺おれにそんな事じ情じようがわかるかボケ」

　ひどい。

「カードあるか。俺、今治ち癒ゆ系けい切らしてるんだ」

　それでもアウレカの表ひよう情じようは真剣で、マルタの状じよう態たいを気き遣づかい、焦あせっている。

「治癒系……？」

　アウレカは思い切り鼻に皺しわを寄よせた。

「お前相変わらずアーバーズでしかカード買ってねぇだろ！　レアなんだよ、トレードで……くそ、ここのアーバーズどこだ。有り金はたけば何とかなるかな」

「アウレカ」

「なんだ」

「アーバーズはアラン・レイにある」

「なんだそりゃ」

　ぜぇ、と全身に響ひびく息が出た。目がかすむ。駄だ目めだ、気き絶ぜつしてる場合じゃない。リッツ。

　風が吹ふき渡わたった。

　置いてあったマルタの部屋のチラシや、作業机づくえの上のリッツの書類が吹き散らされた。

「……探たん偵ていから手を放はなしたまえ。君は以前、ここの屋根で見たな。竜りゆうを使うカード使いだ」

　窓まどが大きく開かれ、そこにはブーツに裾すそを入れた茶色のズボンと、革の丈たけの短い上着を着た、黒くろ髪かみの美女が立っていた。

「悪いが、俺はこいつの相あい棒ぼうでねぇ。あんたは誰だ」

　アウレカが不ふ敵てきに笑って見上げて言い、返事は見下して降ふってきた。

「私はドクトル・バーチ。探偵の好こう敵てき手しゆだよ」

　後ろから、簡かん素そなワンピース姿すがたの裸足の少女がするりと入ってきた。

「ドクトル、お願いします。私はこのままリッツを探さがしますから」

　少女はそう言って、室内のにおいをくんくんと鼻を鳴らして探さぐり始める。

「やめたまえ、ジョゼフィーヌ。無む駄だだ。カードを使ったのだろ、デアスミスは。いちいちあいつがあんな色気のない山中まで、汗あせか時間かエンジンか知らんが足を運ぶとも思えんよ」

　言いながらバーチは窓まど枠わくから飛び降おり、ブーツを鳴らしてアウレカとマルタのそばに来た。

　そしてしゃがんでマルタの視し界かいに入る。

「マルタ・サギー。私が来たぞ。もう大丈夫だからな」

　マルタの表情が安あん堵どに緩ゆるみ微笑ほほえみが浮うかぶ。

　見つめ合う二人を見て、アウレカがずいっと身を寄せてマルタに言う。

「俺も来たからな。もーう大丈夫だからな」

　おかしくなって、マルタは笑った。痛くてまた気が遠くなった。

　神様はなにもしてくれなくても、人間が、相あい棒ぼうと、好敵手が来てくれた。

　ああ、ありがとう。

　ありがとう。

　マルタは心の底から感かん謝しやして、痛みにもう感覚のない手を挙げて二人の服の端はしに触ふれて言った。

「ありがとう」









　第三章　運命の夜の始まり






　マルタは息を整えると、一気に早口で言った。

「『転てん移い』のカード使いを連れて、デアスミスとクレイが来たんだ。リッツが連れて行かれた。クレイに骨ほね折られた。バーチ、アラン・レイの購こう買ばい部ぶに僕とアウレカを連れて行ってくれ」

　言い終わって咳せき込む。痛いたみに涙なみだがこぼれる。バーチがハンカチを出して、涙や洟はなやよだれを拭ぬぐい去る。

「君を動かすわけにはいかんよ」

「僕が行かないと、時間がもったいない。アウレカ、どうせその剣けん使わないんなら僕をおぶえ」

「あとで取りに来るから捨すてるなよ」

　アウレカはバーチに視し線せんを向けて言う。

「おい美人。ここのベルト外してくれ」

「自分でやれ」

「相あい棒ぼうをできるだけ揺ゆらしたくねぇんだよ。わかんねぇのか？」

「お前に触さわりたくないんだよ。未知の病原体とかいそうで」

　バーチは鼻に皺しわを寄よせて、両手の指をわさわさと動かした。

「っせぇよ。なんだやんのかコラ」

「ああかまわないが？　体たい技ぎでも君に遅おくれをとるとも思えないしな？」

　なんだ。

　何でいきなり仲悪いんだ。アウレカなんか女と見れば口説きたがるのに。

　マルタは気力がなくなるのを感じながら言う。

「ケ、ケンカしないで……」

「この野や蛮ばん人じんが喧けん嘩かを売るからだ。そうだ、私が抱だいていてやるから野蛮人は自分で剣を」

「あの、ドクトル」

　後ろからジョゼフ犬が何かを差し出した。

「これ、うちのではないです。マルタの匂においもしないし」

　マルタはその声を聞いて、眼がん球きゆうを動かす。すんなりした体の少女。濡ぬれた真っ黒な瞳ひとみは、確たしかに見覚えがある。

「おい、病原体。これはなんだ？」

　バーチはジョゼフ犬からカードを受け取って、アウレカに見せた。アウレカは驚おどろき、カードとジョゼフ犬の顔を見比くらべ、晴れやかに笑った。

「すばらしい!!　君は女め神がみだろ、そうだろ!?」

「違います」

　アウレカはそのきっぱりとした言葉を聞き流し、マルタから手を放はなしてジョゼフ犬の手をカードごと握にぎった。バーチが慌あわてて受け止めたが、マルタは痛みに声にならない声を上げた。アウレカはカードを手に満面の笑えみでマルタに向き直る。

「なんだ、持ってるじゃねぇか鷺さぎ井い!!」

　指で摑つかんで見せられたカードには、『治癒者ヒーラー』と書いてあった。

　見たことがない。なんだこのカード。

　あ、さっきの。シェリーさんのお礼か。

「よーしとっとと治しちゃうぜー。ドクトルとやらは不要だぜ！」

「なんだとォ!?」

　バーチが気色ばみ、ついマルタを抱きしめる。マルタはまた声も上げられずに息だけで絶ぜつ叫きようしたが、上着越ごしでも胸むねが頰ほおに当たったので少しほんわかした。

「発動、ワーク!!　『治癒者』!!」

　マルタの体が薄うすい緑色に光った。特に光の強い部分があって、そこは傷きずの部分でもっとも強く光り、やがて去った。

　マルタは全身が温かくなるのを感じる。痛みは去り、疲ひ労ろうも除のぞかれて呼こ吸きゆうも軽い。

「……バーチ」

「な。治ったのか？」

「うん」

　とはいえ、バーチの胸は離はなれがたかった。血色のいい顔で、視し線せんだけで見上げる。

「よかった……！」

　バーチは心から安あん堵どして笑った。

　その顔が思いがけず情なさけなくて、マルタも笑った。

「バーチ、胸、おっきいね」

「ああ、自じ慢まんだ」

　バーチは自信満々に笑って言い、マルタの髪かみを撫なでた。

「さぁ起きて。追わねば」

　言われてマルタは跳はね起きる。

「うわ風ふ呂ろ入りたい」

　寝ね間ま着きが汗あせでべとべとだった。

「一度私の屋や敷しきに行こう。そこの異い世せ界かい人じんの格かつ好こうもどうにかせねば。夜や警けいに見つかるやもしれんし。私の屋敷ならいつでも風呂が沸わいているから、すぐ入れるぞ」

「そうか、じゃ甘あまえるよ」

















　アウレカも立ち上がり、バーチは勝手知ったるといった様子でドアに歩き出した。

　マルタはジョゼフ犬の横に立って、笑って言う。

「ジョゼフ犬でしょ？」

　ジョゼフ犬はなんと答えようかと躊ちゆう躇ちよし、それから頷うなずいた。

「はい」

「そっか、夜になったら人間の姿すがたになるんだ。だからずっと夜、外に出てたの？」

　なんだか気き恥はずかしくなって、ジョゼフ犬は唇くちびるをとがらせてうつむく。

「犬の時は、そのー、だって、いろいろ始末してもらっているから……」

「そんなの気にしなくていいのに。そうだ、戻もどってきたら君の部屋を作ろうよ。一ひと晩ばん中歩いているのは大変だろう？　雨の日もあるし」

「いえ、それは犬なので全く苦にはならないんですけど。どこでも寝ねられるし」

「そう？　でも、君の部屋を作ろうよ。使わなくてもいいから。花はな柄がらのカーテンなんか好き？」

　マルタはウキウキと言い、部屋に戻ってカードのケースだけを持ってきた。

　ジョゼフ犬は嬉うれしかったけれど、なんだか胸が痛い。言わなかったことを知られたことがではなくて、マルタが嬉しそうなのがなんだか切なかった。

　怒おこってもいいのに。驚いてもいいのに。嬉しそうなのがなんだか。

　マルタは前からこんなところが確かにあって、でも、こんなに強く感じるようなものではなかったはずなのに。

　バーチは先を切って階かい段だんを降おり、駐とめていた車に乗り込む。

　静かなオスタスの夜だ。

　バーチが運転席、寝間着にサンダル姿のマルタが助手席、そこで気がついてアウレカは言う。

「この車二人乗りじゃねぇか」

　バーチはエンジンをかけながら言う。

「ジョゼフィーヌ、走れば私の屋敷まで十五分ほどだな？」

「はい。何度も伺うかがっていますから道順もわかります」

「では後ほど。野蛮人」

　バーチは横目でアウレカを見てアクセルを踏ふんだ。

　置き去りにされたアウレカを見て、バーチは楽しそうに高らかに笑った。

「ははは、ざまをみろ!!　ははは!!」

「……でもあいつ、『他人の玄げん関かん先さき』っていうカード持ってるぜ。ジョセフ犬がバーチんち知ってるなら、カードで転移できちゃうんじゃないかなぁ」

　マルタの言葉を聞いて、バーチは腹はら立だたしく鼻を鳴らした。

「まったく、カード使いというのは忌いま々いましいな」

「そうだねぇ」

　寝間着姿でマルタがくすくす笑った。

「……ところで、なんでマリアンナさんの格好なの、バーチ？」

　楽しげなマルタの言葉に、バーチは少しハンドル操そう作さを間ま違ちがえて、車は大きく蛇だ行こうした。

「やっ、あ、あのな、まぁちょっと、なんというのか、怪かい盗とうの策さく謀ぼうがあってだな」

「ふーん」

　マルタは笑ったままバーチを横目で見る。

「マリアンナさんに迷めい惑わくかけないでくれよ？」

「もっ、もちろんだ！」

　何も考えられずにバーチは答えた。

　バーチはなんだか自分の鼓こ動どうが早いのを感じる。かといって、落ち着いていないわけではない。ただ、なんだろう。なにか、この間からこうだ。

　マルタ・サギーはこんな男だったろうか？

　もっと、そう、もっと……少年ではなかったか？

　まるで、身の丈たけに合っていない分ぶ厚あつい服を着ているような、少年期のもどかしさ。

　以前マルタから感じていたそれを、バーチは今、全く感じていなかった。

　今のマルタは、悠ゆう々ゆうと泳ぐ魚のようだ。指先までを伸のばし、使って、世界を泳ぐ。それはマリアンナが知る限かぎり、自分の望みを知った大人の男の持つ雰ふん囲い気きと能のう力りよくだ。

　隣となりにマルタを乗せて、夜の町を車で走る。二人きりだ。

　ああ、なんて楽しいんだろう。

　ずっとこうしていられればいいのに。

　私がマリアンナでも、バーチでもどちらでもいい、こうしていることだけが重要だ。

　マルタ・サギーが笑っている。

　楽しそうに。

　幸せだ。







「いやいや遅おそかったじゃないかね、ドクトル。主人が客を待たせるなんて、なんたることだねはっはっはっ」

　バーチの屋や敷しきで主人然として応おう接せつ室しつのソファに反そっくり返っていたアウレカを見て、マルタは言った。

「ごめん」

「君は謝あやまるな」

　しかも、アウレカはもう風呂に入ったらしくてこざっぱりしてるし、オスタス様式の三みつ揃ぞろえのスーツなんか着込んで蝶ちようネクタイだし、体たい格かくがいいもんだから結けつ構こう似に合あうし。

　ものすごくいらいらした声でバーチが言う。

「アン！　探たん偵ていに湯を使わせてやってくれ！」

「はい、ドクトル」

　控ひかえていたメイドのアンがこちらへどうぞとマルタを連れ出した。廊ろう下かでマルタが言う。

「ありがとうございます。あの、ざっとでいいので。急いでいるので」

「はい、承しよう知ちしております。ドクトルが、あなたをここに連れてこられたのですもの、よほど緊きん急きゆうのことなのでしょう。……お召めし物ものも用意させていただいていますわ。ジョゼフィーヌさんも入浴中です。サギー様はお一人でよろしいかしら。私、お手伝いしましょうか」

「いや！　ひとりで！」

　真っ赤になって遠えん慮りよしたマルタに、アンはぷっと噴ふき出した。

　案内されたのは真っ白なタイル貼ばりの浴場で、マルタの事じ務む所しよの居い間まくらいの広さだった。黒こく檀たんに布ぬのを貼った衝つい立たてがあって、その向こうにバスタブがあるらしく、湯気が上がっていた。籐とうのかごにべたつく寝ね間ま着きと下着を放ほうり込んで、真しん鍮ちゆうの飾かざりのある薔ば薇ら大理石のバスタブに一度頭まで無む理り矢や理り浸つかって花の香かおりの石けんで頭からつま先まで洗あらう。木もく製せいの軽い手て桶おけで洗い流していると、衝立の向こうから声がした。

「小こ僧ぞう」

「ジャックさん！」

　声の主を知り、マルタは飛び出ようとしたが、

「ちょっと、辺り中水みず浸びたしにする気ですか。大人しく茹ゆだってなさい」

「……はい」

　言われて、マルタは大人しくバスタブに尻しりをつけて、手桶で体を流す。

「ジョゼフィーヌから話は聞きました。彼女は、あなたの部屋をずっと夜になっても見張っていて、デアスミスたちが現あらわれたと同時にドクトルを呼よびに行ったそうです。たまたまドクトルがお戻もどりになっていたのは僥ぎよう倖こうとしか言いようがありません。……デアスミスが、リッツ・スミスを連れて行ったのなら、もうすぐ奴やつの計画が始まるんでしょう。……それには、ドクトルの発明した機械が使われるはずです。天候調節器、ウイドウ。霧きりを発生させる機械です。奪うばわれたのはあたしの失しつ態たいで」

「ジャックさーん」

　マルタは明るい声で言った。

「あのねぇ、大丈夫だから！」

　ジャックはその言葉の調子にはっとした。

「リッツは僕ぼくが守るよ。バーチも。そうだ、ジャックさん、お願いしてもいいかなぁ？」

　失態を白はく状じようする機会を奪われた。

　小僧。

　あたしに楽をさせない気だな。

　ジャックはそう思って、聞こえないようにため息を吐つく。

「わかりましたよ」

「よかった。ジャックさんに任まかせたら安心だから」

　それほどでもない。ウイドウを盗ぬすまれたのだから。全く。ジャックは唇を引き結んだ。







　何な故ぜだか、マルタの部屋からデアスミスが出てきた。

　マルタの氷ひよう囊のうを作っていたリッツは、身動きがとれなくなった。

　持っていたアイスピックを投げつけるとか、やりようはいくらでもあったはずなのに。

　何も考えられなくなった。

「リッツ。迎むかえに来たよ。おいで」

　赤みがかった金きん髪ぱつの巻まき毛。自分と同じ青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ。僅わずかな鷲わし鼻ばな。しっかりした胸むな板いたと腰こし回まわり。それを包む上等な衣服。伸のばされた手は、彫ちよう刻こくのような美しさで。

　リッツが知っている兄はこんな男ではなかった。

　穏おだやかだったけど猫ねこ背ぜで、陰いん気きで、ひどい嗄しわがれ声で早口で。

　友人などひとりもいなかった。

　リッツだけがそばにいた。

　父も母も、リッツとデアスミスの味方ではなかった。

　あのころ、そういえば兄はそばかすがひどかった。オレンジの皮のように、びっしりと顔にあった。

　今はない。

　なんだ。

　目の前の男は何者だ。

　猫背で、陰気で、言葉がはっきりしなくて、顔中にそばかすがあった兄は、それでも優やさしくて、食事は必ずリッツと半分ずつにしたし、父の気まぐれな暴ぼう力りよくや母の無気力から自分を守ってくれもした。

　悪い兄ではなかったと思う。

　けれど兄自身はそんな兄を認みとめられなかった。

　つまりそういうことだと思う。

　そして、フィランシェ教きよう授じゆの家に一家が雇やとい入れられて、兄は変わった。

「兄さん」

　目の前の美しい男に魅み了りようされながらリッツは言った。

「そうだよ。待たせたね、リッツ。すまなかった。さぁ、行こう。そろそろ時じ刻こくだから」

　なんて魅み力りよく的な声だろう。

　兄の声はこうではなかった。

「支し度たくなんかはいい。お前だけが必要だ。必要なもの全すべて、与あたえよう」

　なんて魅力的な微笑ほほえみだろう。

　兄の笑みはこうではなかった。

　でも、本当にそうか？

　本当にそうだったろうか？

　どちらにしろ、リッツはものが考えられなかった。目の前の手を取りたい。それだけしか考えられなかった。

　手を伸ばす。

　けれど、マルタの部屋から絶ぜつ叫きようがあがった。

「マルタ!!」

　助けなければ。

　リッツはマルタの部屋に向かって駆かけだしたが、口元に布ぬのが当てられ、鼻び腔こうを満たしたその香かおりに意い識しきが薄うすれる。

「……不ふ愉ゆ快かいだな、マルタ・サギー……」

　遠のく意識の中で憎にく々にくしげなそんな声が響ひびいた。







　そしてリッツは意識を取り戻した。

　どれくらい昏こん倒とうしていたのかわからない。

　清せい潔けつなリネンのシーツが敷しかれたベッドで目を覚ました。事じ務む所しよや、知った場所ではないのは確たしかだった。

　起き上がろうとして、頭を殴なぐられたような痛いたみに顔をしかめ、手を当てる。

「お目覚めですか」

　部屋は広いようだ。遠くから声がした。声が響いている。誰だれの声だ。紅こう茶ちやの、いい香りがした。

「どうぞ」

　紅茶とドライフルーツとチョコレート、それに小さなグラスをトレイに載のせて、栗くり色いろの髪かみと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの青年がリッツの前にやってきた。ベッドの横のテーブルにそれらを丁てい寧ねいに置く。

「こちらをお飲み下さい。頭ず痛つうが晴れます」

　ベッドサイドに跪ひざまずいて彼は言い、小さなグラスをリッツに渡わたした。

　リッツはそれを受け取って一息に飲んだ。頭が痛くて吐はきそうだった。薬品特有の鋭するどい刺し激げきが喉のどを焼く。けれど噓うそのように頭痛が消えて、グラスをテーブルに戻した。

「……これ、なんですか」

　手のひらで目をこすって、眼鏡の男に訊きく。男は立ち上がり、テーブルから紅茶をとってリッツに渡した。

「薬です。口直しにどうぞ」

　リッツは受け皿を取ると、カップの持ち手を取って紅茶を飲んだ。

　身体からだの全てが、香こう気きに満たされる。今までの何かが洗い流されて、紅茶の香りに取って代わられるのは単たん純じゆんに心地ここちよかった。

　ため息を吐ついて視し線せんを上げる。

「クレイフル・ソーマンソーさんですね」

　リッツの瞳ひとみと、クレイの瞳が合う。クレイは僅わずかに頷うなずいた。

「はい」

「マルタが、前に一度、あなたの話をしたんです。紅茶を淹いれるのがうまいって」

「お気に召めしていただけたなら何よりです」

「……出るとき、マルタに何をしました」

　リッツが問う。

　紅茶のカップを握にぎる指先が真っ白になっていた。

　クレイは僅かに口の端はしを上げて答える。

「動けなくしました。殺してはいません」

「……何したんだマルタに!!」

　激げつ昂こうして、ついカップを握りしめてしまい、上うわ掛がけに紅茶がこぼれたがリッツは気にしなかった。

「上じよう腕わんと肋ろつ骨こつを一本ずつ折りました。肋骨は元々ひびが入っていましたが。……あの痛がり屋が、ベッドから起き出せるとも思いませんが、あなたがいなくても誰かが明日には見つけるでしょう。……っと、それはないか」

　クレイは口元に手を当ててなにごとか考え、満足げに微笑んだ。

「まぁ、心配はありませんよ。彼は貴き重ちようなカード使いですから、助け出しておきましょう」

　その様子の不ふ穏おんさにリッツは息を吞のんだが、テーブルの上にカップと受け皿を返すとクレイを睨にらみ付け、ベッドから降おりてクレイの前に立って見上げて言い放つ。

「僕は、マルタの味方だ。だから、お前たちの敵てきだ。協力なんかしない。絶ぜつ対たいに!!」

　口元の手はそのままで、クレイはリッツを見下ろす。

「理り解かいできかねます。せっかくデアスミス様の近親者で、お役に立てる立場と身体をお持ちだというのに、下らないこだわりでそう仰おつしやるなんてね。ましてやマルタ・サギーのために？」

「悪いかよ」

「あれは、私の家の玄げん関かん先さきに転がっていた濡ぬれた迷まよい犬みたいなものですよ。フレッド……トーリアス警けい部ぶの目をくらますのには役に立ちましたがね」

「僕にとっては家族だよ」

　それを聞いて、クレイの目に冷たい暗い光が宿る。

「それが、どのようなものだと？」

　言葉の冷たさに、リッツは二の句くが継つげなくなった。背せ筋すじが凍こおる。

「家族と言うのなら、兄上の大たい義ぎに身を委ゆだねるがよろしい。……反はん抗こうはなさらない方が、全てのもののためですよ。上掛けと、着き替がえをお持ちします」

　クレイはそう言って、手早く上掛けをたたむとそれを持って出ていった。

　よく見れば、おかしな部屋だった。

　くりぬかれた洞どう窟くつのような、聖せい堂どうほどもありそうな大きな空間に、いくつも燭しよく台だいが置かれ火が灯ともされている。中にあるものと言えば、リッツが眠ねむっていた鉄の細工のベッドとサイドテーブルだけで、扉とびらは遠い。

　けれどよく見れば暗がりに、彫ちよう像ぞうや絵画、標本のようなものが置かれていたが、リッツはとりあえず呆ぼう然ぜんとベッドに座すわり込こんだ。

　自分の格かつ好こうもおかしかった。

　上から被かぶる形の、簡かん素そな寝ね間ま着きだ。

　着替えさせられたのかと思うと忌いま々いましかった。

　マルタのことが心配だった。

　骨ほねを折ったと聞いてめまいを感じた。

　マルタ。

　くそ。

　クレイ。

　あれがクレイフル・ソーマンソーか。

「気持ち悪い……」

　体調は悪くなかったが、リッツはそう呟つぶやいて両手で顔をこすった。

　それから両手で顔をたたいて気合いを入れると、脱だつ出しゆつ路はないかと探さがし始めた。

　諦あきらめてる場合じゃないんだ。

　ぜったい。









　第四章　ドクトル・バーチの物語






　髪かみは濡ぬれたまま。ドライヤーなんかここにはない。

　衝つい立たての向こうに置かれた椅い子すの上にきちんと畳たたんで置かれていた服は、いつもの、千ち鳥どり格ごう子しのベストとシャツ、茶色のズボンと大きめの上着、靴くつ下したと革かわ靴ぐつ。

　サイズも全すべてぴったりだった。

　そういえば、バーチ僕ぼくに化けたことあったもんなと思い出す。

　思えばここでは遠い昔のことではない。

　あのときに咲さいていたデジーナーの花は、まだその時期を終えていない。

　トリノアのアテンダント。

　デロリスのカード。

　アラン・レイに編へん入にゆうして、ドルーシア銀行へ。

　蓑みの崎さき。

　後こう悔かいはしていない。していないけれど、失ったものが悲しくて寂さびしい。

　虫のいいことだと思いはするがだって、どうしようもない。

　カフスを留とめて、鏡も見ないでネクタイを締しめる。自分でできないなんてもう言わない。

　腕うでと肋ろつ骨こつを触さわる。痛いたくはなかったが、クレイの躊ちゆう躇ちよのなさと、激げき痛つうを覚えている。けれど怯おびえない。痛いことは怖こわいけれど、それ以上に怖いことはオスタスを失うことだ。

　壁かべに鏡があった。全身が映うつる大きな鏡だ。

　べったり顔で胴どう長なが短足の黒くろ髪かみの探たん偵てい。

　うん。

　そうだね。

「マルタ・サギーっていうんだよ」

　マルタはまだ濡れている髪を両手で前から搔かき上げて言った。

　だいじょうぶ。

　オスタス全て、僕が守る。







　応おう接せつ室しつでは、バーチとアウレカがいがみ合っていた。

「こっちの衣い装しようは動きづらいなー。不合理じゃね？」

　とアウレカが言えばバーチがこめかみをひくつかせながら、

「文もん句くを言うなら脱ぬげ。焼しよう却きやくする」

　と応おうじた。

「なんッだよ、バイ菌きん扱あつかいか。でけぇ乳ちちぶりぶりさせやがって。じゃまじゃねぇのか」

「乳がなんだ下品な！　お前こそその目め障ざわりな筋きん肉にく。減へらせ」

「筋肉減らしたら脂し肪ぼうになっちゅうじゃーん。出来るか」

「なにがなっちゅう、だ。ガキか」

「うるせぇオバハン」

「お前に言われると心底腹はらが立つな」

　伸しん縮しゆく性せいのある黒のズボンと編あみ上げの底の厚あついブーツ。それにハイネックのセーターを着て、髪をまとめたジョゼフ犬が二人のやりとりを興きよう味みなさそうに聞きながら、出されたサンドイッチをもぐもぐ食べていたが、マルタの足音に気がついて言った。

「お帰りなさい、マルタ」

　その言葉に、バーチとアウレカが視し線せんを向ける。

「ただいま。着替えたの、ジョゼフ。よく似に合あうよ、かわいい」

　マルタがそう言って髪を撫なで、ジョゼフ犬が笑う。

「ドクトルにお借りしたんです。動きやすくて寒くない服」

「うん、いいね。でも、ホントはここに」

「いやです」

　ジョゼフ犬はマルタの目をまっすぐ見つめる。口元には笑み。

「リッツ・スミスを助けます」

　何か言おうとマルタは迷まよって、そのあと頷うなずいた。

「……うん」

　ぼんやりとやりとりを見つめていたアウレカとバーチにマルタが言う。

「バーチ。その格かつ好こうでいいの？」

「えっ。あ、ああ。実はいろいろ仕込んでいるから平気だ」

「いや、そうじゃなくて、マリアンナさんのまんまでいいの？」

「え」

　あ、そういえば。

　マリアンナのままでマルタのそばにいるのは初めてではなかったが、バーチとしてマリアンナの姿すがたでいるのは初めてだった。

　自分の姿で、自分自身としてマルタのそばにいるのは楽しかったから、うっかり忘わすれていた。

「まぁ僕は、バーチがバーチならなんでもいいけどさ。なんかあったらどうすんの？　記者に見られたりとか。僕らはそういう下らない奴やつらを含ふくむ毎日を続けるために、これから行くわけだけど」

　なにをつまらないことを言うんだろう。

　別にそんなのどうでもいい。そんなのジャックにでも言わせておけばいいのに。

「そういえば、ジャックはどこだ？」

「お出かけになられました」

　メイドが言う。

　なんだ、どこへだとバーチは思ったが、かぶせるようにマルタが言った。

「マリアンナさんの迷めい惑わくにはならないって言っただろう」

　バーチは少しむっとした。マリアンナマリアンナって、なんだ。迷惑になんかならないぞ。

「いいんだ！　私はこの姿の方が！」

「……大ッ人げないなー」

　横目で見られて息を吐はかれる。頭に来る。

「とにかく！　私はこのままで行くぞ、変へん装そうの必要があれば随ずい時じそうする！」

「やめとけって」

「いいと言ってる。……なんだ、マルタ・サギー。ティルマカットの女店主に惚ほれてでもいるのかね」

　ふん、と鼻に皺しわを寄よせて言われたその言葉に、マルタは目を丸くしてバーチを見つめた。

「なんだね」

　唇くちびるをとがらせてバーチはマルタを見返す。

　マルタは口元に指の関節を当てて、少し笑った。

「いや、なんでもない。……さて、まずは会議といこう。すみません、地図ありますか」

　控ひかえていたメイドにマルタはそう言う。

　なんだ。マルタ。マリアンナが気になるのか？　私は図星を当てたのか？　バーチはなんだかむかむかした。

「……端はたから見てたが、なんだお前。そのマリアンナさんってのがそんなに大事なのか？」

　靴くつのままテーブルに足を上げて、サンドイッチをばくばく食べていたアウレカがマルタに向かって言った。

　マルタはあっさりと、

「うん、すごく大事」

　と答えて、バーチはかあっと頭に血が上るのを感じた。なんだかものすごく腹が立った。

　テーブルに、渡わたされた地図を広げてマルタは言う。

「ウイドウって、人工天候調節装そう置ちなんだよね？」

　確かく認にんされ、バーチは頷いた。

　落ち着け。今は頭に血を上らせている場合ではない。

「ああ」

「で、今までの、ノナウムズって言う、デアスミスたちの行動を考えると、多分、人殺しに使うんだと思う。目的がわかんないんだけど」

　落ち着け。集中だ。バーチは考えに沈しずんで自分を取り戻す。

「……賢けん者じやの石を手にするために、アテンダントをリッツ・スミスに仕し込こんだのとは別に、何かのために生いけ贄にえが必要なのかな。一時期に大量の死者が出ると、場に力が強く発生する。その力を使って、何事かおこなおうとしてるんじゃないかね」

「なんだ、つまり、黒魔ま術じゆつか」

　口にいっぱいものを詰つめて、不ふ明めい瞭りようにアウレカが言った。

　いかにも嫌いやそうにアウレカを見てから、バーチは答える。

「……一いち応おう科学だがね。ウイドウを使って、奴が大量殺さつ戮りくを行おうとしているとするなら、非ひ常じよう事じ態たいだ。私も私の持っている情じよう報ほうを開かい陳ちんせねばなるまいな。……私の所しよ属ぞくするフィランシェ教室というのはつまり、魔ま法ほうと科学の境きよう界かいを歩く者達たちの集まりだ。私が予よ告こく状じようとともに盗ぬすみをしているのもつまり、人々の興きよう味みと熱ねつ狂きようというものを糧かてに、物ぶつ質しつを宝ほう物もつに転てん換かんするということさ。もちろん、それ自体に科学・魔術的な価か値ちもあるのだがね。隣りん家かの洗せん濯たく物ものを盗んでも、誰だれも熱狂せんしな」

　アウレカは出された酒を瓶びんごと飲みながらふーんと頷く。

　バーチは横目でその下品な仕草を見ていたが、アウレカの目は真しん剣けんだったから続けた。

「フィランシェ教室が目指したのは、神との対話だ」

　アウレカとマルタの動きが止まる。

「なんとか交こう渉しようできないかとね。『カード戦争』のボードであるところのオスタスを、永えい続ぞくさせてはくれないかと、つまり、そういう願いを聞き入れて欲ほしいわけさ」

「それはもう、鷺さぎ井いと俺おれとでやったぜ」

　アウレカが言い、バーチが弾はじかれたようにアウレカに向き直った。

「やったって言うより、やろうとして無理だったって感じじゃん」

　マルタがアウレカの皿に置いてあったサンドイッチを一つ取りながら言い、アウレカは笑う。

「あはは、あれはおっかなかったなぁ！　俺はせっかく相あい棒ぼうが見つかって、これから一いつ緒しよに面おも白しろくいられると思ったのにさぁ！」

「まあ、生憎あいにくだったよ。僕にもその酒ちょっとくれ」

「あいよ」

　手て渡わたしてからアウレカは首をかしげた。

「お前、酒飲めたっけ」

「多少ね」

　バーチが命じるまでもなく、メイドがグラスを、マルタとアウレカに差し出した。

　ありがとうと礼を言って、マルタは少しだけ酒を注いだ。

「酔ようほどは飲まないよ」

　心配顔のジョゼフ犬に向かってマルタは言い、立っているバーチに顔を向ける。

「バーチ、あのね。アウレカはカード使いに熟じゆく達たつしてる。僕たちは移い動どうの時間を有ゆう効こうに使える。そうだよなアウレカ」

　アウレカは親指を立て、白い歯をむき出して笑った。一いつ瞬しゆん空気が凍こおったが、マルタは無む視ししてバーチに話した。

「だから、話してくれないか。君のことを。……話したくないことは話さなくていいから」

　マルタの黒い目が、まっすぐに自分を見てそう言う。バーチは考え込む。

　マルタ・サギーはこんな男だったろうか。

　ともあれ、今はデアスミスの計画をつぶさなくてはならない。

　そのために、マルタが自分の話を聞きたいというのなら、話した方がいいだろう。

　どう思われても。

　なんだか、今のマルタ・サギーになら聞いて欲ほしい気がした。

「私、ちょっと。お話続けててください」

　ジョゼフ犬が立ち上がる。アウレカはいってらっしゃいとか手を振ふったが、ジョゼフ犬ににっこり言われた。

「あっすみませんアウレカさん。ちょっと手伝ってください」

「え、いいけど。何」

　二人は出て行き、メイドたちも退たい室しつした。

　ジョゼフィーヌにはあとでとびきりの贈おくり物をしようとマルタとバーチは考えた。

　二人きりになった室内で、バーチはゆっくりと椅い子すに座すわり、足を組む。

「……だが、前に話したことと言えることは変わらんよ。さっきの野や蛮ばん人じんをはじめに遠目に見たとき。ストラグルというものを君の事じ務む所しよの屋根の上で、初めて間近に見たときとな」

　ああ、うん。リュウカと初めて戦ったときだ。

　まだ濡ぬれて、重く落ちかかる前まえ髪がみを搔かき上げてマルタは笑う。

「あんたのことはあんまり聞けてないと思うよ」

「……話したくないことは話さなくていいんだろう」

「もちろん。……では、どうぞ」

　一瞬、何から話そうかとバーチは考え込み、それから紅あかい唇くちびるを開いた。

「父の話からになる。……私の父も、ドクトル・バーチという。公おおやけにはただの貴き族ぞくで、別の名前もあったが、裏うらの学者たちの間ではそう名乗っていた。独どく創そう的てきな持じ論ろんと研究をしているということで、評ひよう価かも高かった。そのうち、『カード戦争』を知って、危き機き感かんを抱いだくようになる。そこで出会ったのがフィランシェ教きよう授じゆだ。二人は意気投合して、フィランシェ教室を設せつ立りつする。教授の教え子だの、父上の友人だのをメンバーにしてな。そのころから、父上と他の者達たちの意見は分かれてはいたのだが、それも多た様よう性せいだと受け入れて議ぎ論ろんは進んでいた。だが、フィランシェ教授が死に、その研究の全すべてが不ふ慮りよの失火で失われ、代わりにデアスミスが教室に入ってきて、そこから一気におかしくなった」

　バーチの表ひよう情じようが渋しぶくなる。

　マルタは自分のグラスに酒を注いでバーチに渡わたす。

「……ありがとう」

　受け取って一口酒を飲み、バーチは話を続けた。

「フィランシェ教授は、用意が良くてな。万が一自分が死んだときのために、各自に課題を出していた。まぁ、高こう齢れいでもあったからな。……しかも、目的は明らかにされておらず、各人が課題を達成したときに全て解とき明かされるとそういうヤツだ。だもんだから、全員てんでに課題と取り組んで、定例会で発表して。結果を知りもしないで、ご苦労なことだ。目的は賢けん者じやの石。それを贈り物、もしくは媒ばい体たいとして神と対話をしようというのさ。私の課題は怪かい盗とうとして、指定されている対象物を盗ぬすむこと。法薬や新機械の媒体に使ったりするつもりらしい。……教授が死んですぐ、父上も亡なくなった。船の事じ故こでな。で、私が跡あと目めを継ついだというわけさ」

「……クレイって？」

「あいつは最初からデアスミスの腰こし巾ぎん着ちやくだ。一いち応おう教室の一員ということになってはいるが、あいつはデアスミスに仕える以外何も考えちゃいない」

　話していて、バーチは唐とう突とつにいらつきを覚えた。

　どうして話の間に、クレイフル・ソーマンソーのことなどマルタ・サギーが訊きかなくてはならないんだ。

　私の話をしているのに、なぜそんなことを訊かれなくてはならないんだ。

「マルタ・サギー。クレイフルは立りつ派ぱな殺さつ人じん鬼きだぞ。君がこだわる必要などない男だ。わかっているな？」

　マルタは一瞬泣きそうな表情をしてから笑った。

「うん、あー、わかってる。わかってるよ、ごめん」

「……オスタスで、君が最初に世話になった男なのだよな。それだけか？」

「うん。……家に入れてくれて、世話してくれて、靴くつ擦ずれの手当をしてくれて。……そのときは別にどうとも思わなかった。……でも、ホントは僕ぼくはすごく嬉うれしかったんだと思う。親にもそんなことしてもらったことなかったもん」

　マルタは、ふう、とため息を吐ついて、視し線せんを上げないままに語った。

「小学校の時に、台風が来てさ。すごい雨と風で。……みんな、親とかがさぁ、迎むかえに来てるんだよねぇ。外に出るのも怖こわいくらいの天気でさ。昇しよう降こう口ぐちでみんな、外に出るのをためらってると、ひとり、またひとりって親が迎えに来るんだよ。僕、最後のひとりになっちゃってさ。でも雨も風も全然やまないし。仕方ないから歩き出したら傘かさ風で壊こわれて。飛ばされそうになりながら必死で歩いて」

　君、溺でき死ししそうよ。

　森川さんがもしいたら、そう言ってくれたかな。子どもの僕と逢あったら、そのときの僕と逢ったら、多分一いつ緒しよに歩いてくれたと思う。ずぶ濡れになって。信しんなんか、おぶってくれそうだ。早さ紀きちゃんは、店とかに一緒に入ってくれるかも。トーリアスはパトカーで送ってくれるだろう。アッカーソンは飛ばされちゃうな。リッツも一緒にずぶ濡れで歩いてくれる。ジョゼフ犬は、昼間なら犬か。ヘンリーもおぶってくれるだろうけど、乱らん暴ぼうな説教付きだ。アウレカはずるいから、さっさとカード使うんじゃないかな。ジャックさんはシートが濡れるとか言いながらも車に乗せてくれるだろう。ランはどうかな。あいつも怒おこりながらだけどきっとほっとかないだろう。自分の高こう価かなコートとかで、怒りながら頭を拭ふいてくれそうだ。

「……で、家に帰ったら親いてね。なんか仕事で大金はいったとか言ってシャンパン開けててさ。ひとりで風ふ呂ろ場ばにいって、シャワー浴びて着き替がえて、濡れた廊ろう下か拭いて。しばらくしてからおなかすいたから声かけたら、雨あがってて、親出かけててさ。カップラーメン食べたんだ。おいしかったなぁ腹はら減へってたから。……僕、そういうの普ふ通つうで。だから、クレイがしたことが、噓うそでも何でもすごく嬉うれしかったんだ。でも」

　バーチが両手でテーブルをたたいて立ち上がって怒ど鳴なった。

「私の足あし下もとに転がっていれば良かったんだこの大馬ば鹿か者がッ!!」

　大きな音と声にマルタが驚おどろいて目を見開いて硬こう直ちよくする。バーチの顔は真っ赤で、薄うすく涙なみだが浮ういていて息が荒あらかった。

「どうしてよりによってクレイフル・ソーマンソーだったんだ!?　オスタス市民ならほぼ誰でも、濡ぬれて転がる少年を無む視ししたりはしないよ！　私だってしない！……君のところだって、そうなんじゃないのか!?　クレイフルがしたのは、ごく当たり前のことだ！　君がそんなにありがたがる必要はないんだよ!!」

「でも」

「でもじゃないこの馬鹿者!!」

　あ、と思う間もなく、マルタはバーチに抱だきしめられた。

　柔やわらかい身体からだ。

　香こう水すいと体香の混まざったいい匂におい。

　熱さと吐と息いき。

　ああ。

　生きてくれてる。

　マルタは自然に手を伸のばして、バーチを緩ゆるく抱き返す。

「……聞いて、バーチ。続きだよ。……でも、僕も、もう知ってるんだ。オスタスに来て、名探たん偵ていなんかやって、毎日暮くらして。みんな、がんばってやってて、困こまった人はけっこうほっとけなくって、世界は捨すてたもんじゃなくって。……僕は、一番最初に与あたえられた家族が僕にとってあんまりよくなかっただけなんだ。僕のせいじゃない。僕は悪くない。そして」

　バーチはゆっくりと身体を離はなした。

　マルタの顔を見られるところまで。

　黒い瞳ひとみ。

　こんなに力強く、輝かがやいていただろうか。迷まよいなく。

「……自分にとって大事なひとは、自分で選び取っていいんだ。そばにいるひとが、僕に悲しい思いをさせるだけなら、僕はそれらを捨てていいんだ。僕は僕を幸せにしていいんだ」

　だからあなたを守りたいんだ。

　マルタはそうは言わなかったが、言いたかった。けれどこらえた。

「だから、リッツを助け出す。僕の大事な家族だもの」

「ああ」

　バーチは頷うなずく。

　マルタの手を力強く握にぎる。

「必ずだ」

「ちょっとー!!　そんで結局どーすんのー!?」

　アウレカの無ぶ遠えん慮りよな声がして、どかんと扉とびらが開かれた。

　バーチとマルタは勢いきおいよく離れ、それを見たアウレカが舌した打うちをした。

「なんだ気にいらねぇな！　チューでもしてたの？　ヤダヤダ不ふ潔けつ。交こう接せつ期きの虫みてぇ」

　横にいたジョゼフ犬にものすごい目で下から睨にらまれ、アウレカはそっぽを向いて言う。

「ええと、そのー、どうするんでありますかマルタ大たい尉い」

「なんで大尉なんだよ。あと別に何もしてないし。……まぁいいや、入って。会議の続きをしよう。アウレカ、移い動どう系けいのカード見せてよ」

　マルタは平然と言い、バーチは真っ赤な顔で落ち着こうと努力した。

　地図を広げてマルタは言う。

「霧きりはさ、高いところから低いところに流れるよね。で、オスタスの夜の風向きを考えると、ファンティン山地から流すのが正せい解かいと思うんだ。ウイドウって、どれくらい霧出せるのバーチ」

「なんでいきなり霧なんだ？　水さえあればばんばん出せるぞ。周辺の高地からオスタス全ぜん域いきになら、四時間くらいかな。王宮までなら一時間。暖だん気きに時間はかかるが、デアスミスがそのあたりうっかりするとも思えんし」

「霧なら毒混まぜやすいでしょ？」

　マルタの言葉に全員が黙だまり込こむ。

　バーチとアウレカ、ジョゼフ犬の顔を見回して、マルタは続けた。

「雨でもいいだろうけど、オスタスと言えば霧だろ？……僕の世界じゃ毒ガスってけっこう大量殺人手しゆ段だんとしてはポピュラーなんだけど。こっちはそうじゃないの？　アウレカんとこは？」

「屁へをしたら毒ガスって言われたことはあるが」

「すっごいミニマムな話だよね。繊せん維いとれよ。あと僕お前のあとのトイレは入らないからな」

　頰ほおに指を当ててバーチが言う。

「なるほど。なるほどな。ならば、おそらく場所はここだ」

　とん、とバーチが指を置く。

「トンガ山？」

　全員がその場所を見つめる。

「ユリル河かわ沿ぞいだ。川の流れに乗ると、霧の足が速くなるのは知っているだろ。それになにより、今夜私はここで奴やつに逢あった。偶ぐう然ぜんだろうが、のこのこ奴が出てきたのは奴の我が慢まんの足らなさだ。は！　ざまぁみろ！　私をからかうことを楽しんでいるからだ！」

「え、バーチ。逢ったの？　デアスミスと？　今日？」

「ああ、そうだとも」

　それを聞いてマルタが、アウレカとカードをめくる。

「そしたら『遥はるかなる呼よび声』使えるんじゃない？」

「俺としてはやっぱ『他人の玄げん関かん先さき』使いたいとこだよな」

「『マスターオブセレモニーへの挨あい拶さつ』は？」

「レアカードだそりゃ。トレードでふっかけられるんだから使いたくないだろ」

「じゃあこれ使ってよ」

「なんだお前」

「いいだろう、別に。これでオスタスが救すくえて、僕の信しん頼らいを勝ち得るんなら別に」

　頰に手を当ててその楽しそうなやりとりを面おも白しろくなく見ていたバーチに、ジョゼフ犬が耳みみ許もとに唇くちびるを寄よせてこっそり言った。

「男の子って、イヤですね」

　頰を膨ふくらませて唇をとがらせたジョゼフ犬に、バーチは大おお真ま面じ目めに返事をした。

「ホントね」









　第五章　同伴者アテンダント






　結局、出口はクレイが出入りしていた一つだけだった。もちろん鍵かぎがかかっていた。

　リッツは仕方なくぼんやり時間を過すごす。時計も窓まどもないから時間がよくわからない。こうしている今も、マルタが痛いたみにうめいているのかと思うと気が気ではなかったが、どうしようもない。

　服の上から身体をさぐってみる。異い常じようはないようだ。

　でも今日なんだ。

　きっと今夜なんだ。

　扉とびらが開いて、クレイフルが現あらわれた。

「お待たせいたしましたリッツ様。どうぞこちらに」

　嫌いやだとは思ったが、許ゆるされないなら従したがうしかない。

　リッツは立ち上がり、クレイが開けた扉を抜ぬけた。

　長い階かい段だんを上らされた。クレイが持った燭しよく台だいの明かりが影かげを作り、揺らす。滑こつ稽けいだ。最近は手回しで発電する懐かい中ちゆう電灯だってあるのに、前時代的だ。

　古い石いし造づくりの階かい段だんだ。知られていない遺い跡せきか何かだろうか。

　歩きながらリッツは思考に沈しずむ。

　兄に言いたいことを考える。

　階段を上りきると、視し界かいが開けた。外に出たのだ。

　天空に輝かがやく月。

　雲ひとつない月光に照らされて、遠い山脈や平野がくっきりと見えた。

　思いがけない視界に、リッツは息を吞のんだ。だが、見えない方向があった。オスタス方面が、ユリル河に沿って霧きりに埋うめ尽つくされている。巨きよ大だいな蜂はちの羽音のようなものが聞こえている。足あし下もとが震ふるえている。

　見み渡わたせば足場の面積はそう広くない。

　山さん頂ちようだ。

　月の周りの他ほかは、真砂まさごのような星。

　その星を背せに、大きな岩に片かた足あしを上げて座すわっていた男が、口を開いた。

「やあ、リッツ。よく眠ねむれたか？」

　デアスミスだった。

　襟えりのついたマントを着て、その下はなんのつもりだか夜会服だった。黒の光こう沢たくのある生き地じと白い手て袋ぶくろ、蝶ちようネクタイ。仄ほのかに麝じや香こうの香水の香かおり。

　リッツは、デアスミスの問いに答えずに言った。

「何で僕ぼくが、死し刑けい台だいに引ひっ張ぱり出される死刑囚しゆうみたいな気持ちにならなきゃなんないんだ」

「うん？」

　リッツは鼻に皺しわを寄よせて、兄を見み据すえて怒ど鳴なる。

「なんで、悪いこともしてないのに、引き出される山や羊ぎみたいな気持ちにならなきゃいけないんだよ！」

　デアスミスはくすくすと笑って片手を広げた。

「クレイ、お前はここはいいよ。二人だけにしてくれ」

「はい」

　言って、クレイは下がった。デアスミスは笑い続けていたが、ああ、と息を継ついで言った。

「……悪いことならしているよ、リッツ」

「なんだよ。僕は、毎日がんばってるだけだ」

「そうだな。父さんと母さんもそうだった。毎日がんばっていたよな？」

　その言葉に、リッツはどきりとした。

　背の丸い、そばかすだらけの、言葉もよく聞き取れない不器用な兄が、いきなり目の前に現あらわれた気がした。

「それでどうだ。最後は僕に殺されて終わりじゃないか。それまでだって、何もしなかったじゃないか？　毎日がんばって生きる、それだけに終始する人生など穢けがらわしくておぞましい。自分のために、ただ自分自身のために。それだけのために生きる。覚えているか、お前の成功や愛あい情じように、なんの価か値ちも見いださなかった奴らだぞ？」

「……僕はそうはならないしそうじゃない人だっていっぱい」

「ああ、そうだな、だが、一皮剝むけばみんな同じだよ。自分だけを愛していて自分だけが大事だ。自分より上のやつはねたましくて目め障ざわりだ。みんなそんなものさ。突とつ然ぜん世界が終わっても、知ったことではないんだろ？　だったら、せめて私の役に立てばいい。オスタスの命で、この世界全すべてが救われるなら安いものだろ。それがたとえ、結果的に下げ衆すどもを救うことだとしてもだ」

「……何言ってんの兄さん……」

　リッツは呆ぼう然ぜんとして言う。デアスミスは言葉を切らない。

「私がカード戦争に参加するべきだ、という意見は、私を知る全てのカード使いが言ってくれたよ。で、私はそうしようと思う。だが、ただ参加するのでは面おも白しろくない。……そう、優ゆう待たいされなくてはね？」

　ひらりと、デアスミスは白手袋の手を開く。

「シシャ、というものを知っているかい？」

　知らない。

　リッツは素す直なおに首を横に振ふる。

「カード使いの間の噂うわささ。どうも、羽根のある形の貴き重ちようなものを集めているらしい。そして、イレギュラーカードに関係があるものらしいんだよ」

　リッツは鼓こ動どうが速くなるのを感じた。酒を飲んだときのようにだ。なんだ、苦しい。息が詰つまっていく。

「イレギュラーカードはね、マルタ・サギーも持っているけれど、あれは、ずるだ。ずるは、される側としてはたまらないが、する側ならば最高だ。ましてやカード戦争は戦争なのだ。フェアプレーの精せい神しんなどは必要ない。卑ひ怯きよう？　よろしい、そのそしりを受けよう。受けて立とう。カード戦争で勝ち続け、死都オスタスとこのあと呼よばれる街と、そう呼ぶ世界を保たもとうじゃないか」

　デアスミスの声が遠くなる。自分の血流で耳がふさがれるようだ。目の奥おくがちかちかする。夜なのにまぶしい。身体からだの奥から何かが這はい上がる。

「あ、あ、ぁ、あっ」

「……アルトリオン伯はく爵しやくの養女の、トリノア嬢じようのことだがね。お前にアテンダントを仕し掛かけようにも、羽う化かの時期がわからなかったんだよ。教きよう授じゆの研究も半はん端ぱでね。私が補ほ塡てんしたんだが。調べてみたら教室の誰だれかが、アテンダントを試作してトリノア嬢に埋うめ込んでいたことがわかった。幸い詳しよう細さいに情じよう報ほうが残されていたので、そのアテンダントが覚かく醒せいするごく少し後に覚醒するように、私はお前のアテンダントを調整したんだ。……ああ、トリノア嬢は全くの孤こ児じだよ。教室のものが、捨てられていたのを拾って実験台にしたそうだ。そいつらもとうにいない。何かもめ事を起こして、教授が当時粛しゆく清せいしたそうだ。まぁ、だからトリノア嬢の真しん珠じゆが巣立ったら、そこから日にちも計算できるということさ。すばらしいよ数学は。思いのままに調整できる」

　嗄しわがれ声。

　兄さんの。

　早口の。

　聞き取れるのは僕だけ。

　僕が聞き取って、父さんや母さんに教えてあげる。

　兄さん、だいじょうぶ、ずっとそばにいる。

　オレンジの花の下でそう心から思って笑った。

　大好きだった。

　全身の血管が燃もえる。

　全ての神しん経けいを伝って、何かが這い上る。

　痛いたみと違い和わ感に眼がん球きゆうが裏うら返がえる。頭皮までが波打つ。

　つま先だったまま、身体が痙けい攣れんする。爪つめと肉の間が裂さけて発火する。

　べつの、ものに、なる。

　それだけがリッツに理り解かいできた。

　デアスミスは月の下で静かに微笑ほほえんで見つめていた。

「リッツ。私は案外短気でねぇ。賢けん者じやの石なんて、あるかないかわからないものはどうでもいいんだ。肝かん心じんなのは、カード戦争に優待されることだ。だからお前のアテンダントは、背せ中なかに埋めたよ。話に聞くとどうやら、シシャというのは天使状じようのものを集めてそれを素材にイレギュラーカードを作っているそうじゃないか。お前から出来たカードは、私の特定カードにしてあげるよ」

　がくん、とリッツの身体が大きく弾はずんだ。両手は力なく下げられているのに、何かに貫つらぬかれているかのように立っている。

「───兄さん、ずっとぼくが、たすけてあげる」

　思いの淵ふちに浮うかんだ言葉を、掬すくって滑すべり落とすようにデアスミスは緩ゆるく目を伏ふせ、リッツを見ながら呟つぶやく。

「兄さん、ぼくがずっとそばにいる」

　デアスミスは冷たく微笑んだ。

　月光のように。

「噓うそをついたな、リッツ。お前は私から逃にげた。言ったのに。言ったのにな。お前は悪いことをした。お前は罪つみを犯おかした。でも、俺おれは許ゆるしてやるよ。可愛かわいい弟だもんな。どんなに昔、癪しやくに障さわっていたとしても許してやるよリッツ。どうせ聞こえていないだろうけど、俺はお前が嫌きらいだったよ。賢かしこい弟。でも俺は変わった。変わったら全て、愛いとおしくなったのは確かだ。お前のこともな。そして私は哀あわれんだんだ。私から逃げたお前を。───さぁ、リッツ。私はお前を許そう」

















　デアスミスは立ち上がった。

　リッツはその場にうずくまるように倒たおれた。

　意い識しきはなかった。

　目は閉とじられず、半分だけ開いていた。

「一いつ緒しよに行こう、リッツ。ずっと俺を……ずっと私を、助けておくれ」

　見ている間に、リッツの着衣の背中が盛もり上がる。力に耐たえかねて生地が裂け、翅はねが広がった。

　四枚まいの、長大な翅だった。

　月と星の光に照らされてそれは神しん秘ぴ的な光を放つ。

　デアスミスは嘆たん息そくすると、オスタスに視線をやった。

　重い霧きりにかくれてもう見えない。

　眠ねむっているなら、眠ったまま死ぬがいい。

　苦しみをもたらすのが忍しのびないわけではなかったが、騒さわがしいのは嫌いだ。

　冷たい高地の風が吹ふき渡わたる。

　目を閉とじ、顎あごを上げて待った。

　不思議に確かく信しんがあった。

　この空が割われて、自分を招まねくものが来ると。

　それは昔からそうだった。

　不思議な確信があった。

　以前から。

　そして今日がそのときだ。

「あれぇ？　いい素材じゃない？」

　人の声とは思えない幾いく重えにも重なった交こう響きよう楽がくの響ひびきの声。声からは年も性せい別べつもわからない。

　何、驚おどろくこともない。

　いずれ相手はひとではないのだ。

「シシャ様とお見受けする」

「あれ、知ってるの？　カード使いじゃないよね君。あーこれいいなぁ。形けい態たいに引かれて来てみたけど、やっぱいいなー」

　いつの間にかリッツの上にフロックコート姿すがたの金きん髪ぱつと黒い肌はだ、緑の瞳ひとみの男が浮いていた。

　おかしな印象の男だった。

　猫ねこのような月光のような花のような汚お物ぶつのような。

　デアスミスは怯ひるみもせずに言葉を続ける。

「ああ。だが、参戦したいと望んでいる。……どうだろう、これは私の弟だ。君がこれを素材にカードを作ってくれたら、私はそれを使って君の役に立とう。誓ちかうよ。そして、今、あの霧の下では大量の命が失われている。君にならわかるはずだ」

　シシャはそれを聞いて首をひねる。

「……わかるよ、そうしたら身体からだに力が湧わくし、Ｓ氏の力にもなるしね、そういうのは」

「それなら」

「わかるけど、別にそうなってないよ？」

　何言ってンの？　と小首を傾かしげるシシャに、声がかけられる。

「ようシシャ」

　いつの間にか、狭せまい山さん頂ちようには人がいた。

　マルタ・サギー、バーチ、デアスミスの知らない男と少女。

　少女はリッツの姿を見ると、怒いかりの形相もあらわにデアスミスに飛びかかろうとしたが、冷静にマルタが言う。

「ジョゼフ。バーチと下に行ってウイドウ止めて」

　その言葉に、二人は問い返しもせずに頷うなずいて、扉とびら目指して駆かけだした。

「あれー、名探たん偵ていじゃん。あはははは、何、立ち直ったの？　薄はく情じようだねー」

　その言葉に、マルタがシシャを睨にらみ付ける。

「うるさい」

「……何かあったのか、鷺さぎ井い」

　アウレカが言い、マルタが強く目をつぶる。

　やっぱりアウレカも忘わすれてる。

　と、いうことは、やっぱり、僕がいた蓑みの崎さきの時間はほんとに、ないんだ。

　わかってはいたことだったけど、もしかしたらという望みを持っていないわけではなかった。

　わかっていたと思いながら、そう思いたくなかった。

　でも、そうなんだ。

　もう本当にそうなんだ。ちくしょう。

「シシャ、僕、ばんばんカード使ってるぜ。貢こう献けんできてる？」

「ばんばんってほどじゃないじゃん。ストラグルももうちょっとして欲ほしいけど」

「使ってなくはないだろ」

「まぁね」

「じゃぁ貢献を認みとめる？」

「うん、それは認める。秩ちつ序じよを乱みだして、混こん沌とんを生んでるからね。数すう値ちにすると」

「それはいい。単位もわかんないし」

　デアスミスは二人の会話をつまらなそうに聞いていた。

「……仲がいいようだな。結けつ構こうなことだ」

　マルタはにやりと笑う。

「そう。結構なんだよ。わかるかな、デアスミス。僕はシシャと契けい約やくしてる。イレギュラーカード使いとしてね」

「……で？」

「オスタスに契約者は二人もいらないんじゃないかな？」

　シシャは黙だまって成り行きを見ている。そのシシャに向かって淡たん々たんとデアスミスが言った。

「私は、その情なさけない少年より君の役に立てると思うがね」

　シシャは笑う。

「そうだねぇー」

　アウレカが手のひらで顔を押おさえた。

「ばっか、鷺井。俺とこいつは初対面だが噂うわさは聞いてる。Ｓ氏の使いだろ。Ｓ氏って言ったら混沌と混乱担たん当とうだ。天てん秤びんにかけたら、どう考えたってそっちの悪者の方が分ぶがいいだろ」

「ううん、シシャが選ぶのは僕だよ。自信あるもん」

　怯ひるんだ様子一つなく、マルタが言う。

「そうかい、名探たん偵てい？　そりゃぁいい気になってやしないかなぁ」

　中空に浮うかんだシシャが楽しげに言う。

　マルタは気き絶ぜつしているリッツに近づき、膝ひざに抱だき上げる。

「いいや、シシャ。お前は僕が大好きに違ちがいないよ。ひとを殺せない。何も選べない。選んだら選んだで後こう悔かいばかり。……たしかに僕とお前はもう契約してるし、もうひとり、契約してもいいだろう。……デアスミスなら最高だろうさ、イレギュラーカードもばんばん使って、悪事の限かぎりを尽つくしてくれるだろう。人もいっぱい殺すだろうし、後悔なんかしないだろ、そうだろ？」

　デアスミスは苦く笑しようすると肩かたをすくめた。

「そうだね」

「……そういう奴やつは機き能のう的かも知れないが、面おも白しろくはないだろ。お前は、僕が、僕みたいな奴がカードに振ふり回されて泣いたりわめいたりするのが見たいんだろ」

「んーふ」

　シシャは白しろ手て袋ぶくろの手を合わせてくるりと回し、魔ま術じゆつ師しのようにぱっと開いた。

「そーだねえ。効こう率りつ的なカード使いというのは、別の世界に何人かいるし。確たしかに君みたいのは珍めずらしいんだよね。でも、ホント、同じ世界に契約者が二人いたっていいんだけど」

「ありえない」

「どうしてさ」

「僕ぼくが繊せん細さいだからだよ」

　その言葉にアウレカとデアスミスが同時に目を見開いた。

「こいつと一いつ緒しよになんかするとか、僕は耐たえられない。壊こわれちゃうよ。……僕はお前の玩具おもちやだ。わかってる。僕で長く楽しみたいだろシシャ？　壊したくないだろ？　今のところは？」

　少しの間のあと、シシャは頷いた。

「まぁねー。あとそこのそいつが言ってた、多くの命が奪われた場所って奴が成立してれば、これ、欲ほしかったんだけど。成立してないからいらないや」

　デアスミスの目が今度こそ大きく見開かれる。

「な」

「そんな条じよう件けんあったの？」

「うん。この世界で手に入れたもんだと、たとえば第六完全標本。あれも周りでたくさん死んでるときのものだし、そこのの妹の」

　と、シシャは楽しげにアウレカを見た。

「やつもさ、火山の噴ふん火かでたくさん死んでたでしょ？」

　今度はアウレカが息を吞のむ番だった。

「……な、何の話だ？」

　マルタは舌した打うちをする。時間を戻もどして、アウレカの記き憶おくはない。それでもアウレカの妹の遺体は何かのカードになってるんだろう、今いま頃ごろ。

　汚きたねぇ。

「あとで説明する」

　蓑崎のことは伏ふせなきゃ。どこで『カード戦争』委員会が聞いているかわからない。シシャがいれば、何かの防ぼう御ぎよは働いているんだろうが、今はそこまでデアスミスが時間をくれるとも思えない。

「わかった」

　アウレカが頷うなずく。

　デアスミスが鼻に皺しわを寄よせ、口元に指の関節を当ててマルタを睨にらみ付けた。

「……オスタスに何をした」

　ハッ、とマルタは歯をむき出して短く笑う。

「ザマミロ」

　そしてシシャを振り返る。

「って、ことで、いいな？　お前と契約しているのはこの僕だ。オスタスで、契約するのは僕だけだ。いいな!!」

　シシャは眉まゆと顎あごを上げるとマルタに言った。

「いいよ。しかたないなぁ。それじゃあまた来るから、今度はお茶でも出してねー」

　言うだけ言って消えた。

　デアスミスは腕うでを組んで黙だまり込こんでいた。その髪かみを夜風が揺ゆらす。

「……オスタスに何をした？」

　激げつ昂こうするでもなく、デアスミスはもう一度冷静に訊きいた。

　強い風が吹き渡って、デアスミスのコートが揺れる。

「有ゆう能のうなゴブリンのおっさんに、王宮と、アラン・レイ高校に走ってもらったんだ。アラン・レイのカード販はん売ばい所しよのモグラに頼たのんで、カード使い集めてもらって対たい応おう策さくを練ってもらってくれって。王宮には、それを実行するための圧あつ力りよくをかけてもらってさ。どっちにしろジャックさんなら、僕の持ってる情じよう報ほうを並ならべれば一番いい方法で動いてくれるさ」

「なるほど。では今度勧かん誘ゆうしよう」

　言って、デアスミスは微笑ほほえんだ。

　そして前髪を搔かき上げて呟つぶやく。

「やはり、ずるはよくないな。……では、全まつとうに勝負しようか」

　靴くつ底ぞこを鳴らしてデアスミスがマルタに歩み寄る。

　マルタはデアスミスを見み据すえ、口の端はしを不ふ敵てきに上げる。

「行けアウレカ。肉にく弾だん戦で勝てる気がしない。頭ず脳のう戦もだけど」

　マルタの横を駆かけ抜ぬけながらアウレカが言った。

「じゃあお前、何なら勝てるんだよ!!」

　アウレカがデアスミスに向かって拳こぶしを繰くり出す。デアスミスはそれを華か麗れいによけて、逆ぎやくにアウレカの腹はらめがけて拳を振った。

　その間に、マルタはリッツを背負って駆けだした。

「リッツしっかり！　翅はね生えてるけどしっかり！」

　夜の風にリッツの翅が震ふるえる。









　第六章　闘いストラグル






　リッツを背せ負おったマルタは、何とか片かた手てで扉とびらを開けて階かい段だんを駆け下りる。身体からだが重い。くそ、前の僕のバカ。ちゃんと筋きんトレしてろ。

　リッツ、重くなったのかなぁ。背負ったことないから知らないけど。

　意い識しきがないリッツの身体はひどく重く、しかも長い翅があるのでバランスも悪かった。

　ふらふらしながらマルタは階段を降り、バーチとジョゼフ犬を探さがす。

「バーチぃー。ジョーゼーフーぅー。どーこーだー」

　身体を半分に折りながら、マルタは階段を降りる。足あし下もとがよく見えなくて階段を転がり落ちる。

　派は手でに転がって、踊おどり場で止まる。

「いってってっ……あっ、ちょっと、リッツ、リッツ平気!?　あっ翅折れてる!!　って、別にリッツのじゃないからいいか。もいだほうがいいのかな？　よしもごう」

　マルタはリッツの翅に手をかけて、思い切り力をこめる。リッツの頭が起き上がり、マルタに言った。

「やめてください」

「うわ、リッツ？」

「いえ、私はアテンダントの意識です。この身体の主は眠ねむっています」

　言われてみれば、何となくリッツとは雰ふん囲い気きが違ちがう。目も半開きだし。白目だし。

「あそう。まぁいいや、立って歩ける？」

　マルタが立ち上がって手をさしのべる。アテンダントはその手を取らずに立ち上がったが、マルタは強ごう引いんに手を握にぎって引き摺ずるように歩き出す。

「よしよし、自分で歩いてくれるならなんでもいいぜ」

　アテンダントは足を踏ふん張ばって抵てい抗こうした。

「賢けん者じやの石はあちらの方角です」

「申しわけないけど、今それどころじゃないんだよ、空気読んでください。あと、リッツに意識返して」

　マルタがイライラと言うが、アテンダントは半目のまま首を横に捻ひねった。

「賢者の石まで誰だれかを伴ともなうのが私の役目なので」

「うん、それ、あとでね。今は僕の言うこと聞いてくださいアテンダント」

「わかりました。そのときになったら命じてください。案内します」

「ハイハイ」

　こんなもんどうやって作るんだろう。

　思いはしたが今は本当にそれどころではない。

「バーチ！　ジョゼフ、いるの!?」

　一番手近なドアを開けてみた。

「マルタ！」

　ジョゼフ犬が、金きん髪ぱつの少女の上に乗っかって、こめかみにげんこつをたたき込みながら言う。

　少女は動かなくなる。

「……なんでマウントでグーで殴なぐってんの……」

「このカード使い、人犬族で。ちょっと厄やつ介かいだったから動けなくしておいたんです」

「あと、この人たち何……」

　そう広くはない部屋に、ごろごろと意識を失って重なって倒たおれている男たちを見て、マルタは戦せん慄りつする。

「ドクトルがあっという間に」

　瞬しゆん殺さつしたわけね。

　思って口の端に変な笑みが浮うかぶ。この部屋には大きな窓まどがあって、その窓の側には不ぶ格かつ好こうな丸い機械があった。今は沈ちん黙もくしているが、多分ジャックより頭一個こ分くらい大きい直径だ。

「……天候調節機って、案外小さいな」

「カードで威い力りよくを増ぞう大だいしたようです」

「何でもカードだな」

　マルタは苦く笑しようして言う。自分だってそうなんだけれど。

「よし、ジョゼフ犬。リッツもここにいるし、この機械はバーチがブッ壊こわしたんだろ？」

「よくわかりますね」

「バーチならそうするかなって。で、バーチは？」

「クレイフル・ソーマンソーが逃にげたので、追っていきました」

「……なんでクレイ追うの？」

「私に訊きかないでください。あと、……リッツ・スミスはなんなんですか？」

　訊かれてマルタは後ろを振り向く。半目で翅が生えているリッツが視し線せんをよこした。

「……とりあえず自立して歩いてくれてるからいいよ。で、バーチはオスタスに向かったんだね？」

「はい」

「わかった。じゃぁジョゼフ犬もオスタスに行って。……アテンダント、飛べるの？」

　向けられた質しつ問もんに、アテンダントは翅をちらりと見る。

「これは触しよつ角かくです」

　マルタは全身に鳥とり肌はだを立てた。生理的に受け付けなかった。

「……そ、そう……、じゃ、あの、ジョゼフ。これ連れてオスタスに戻って。バーチの屋や敷しきで落ち合おう。アテンダント、走れる？」

「はい」

「わかりました。……マルタは？」

　言われてマルタは上を見る。

「君とバーチが無事ならいいんだ。上に戻もどる。とにかく、その、リッツみたいなのをよろしく！」

　マルタはそう言ってまた駆けだした。

　残されたジョゼフ犬とアテンダントは視線を交かわす。

「よろしく」

　アテンダントはそう言い、ジョゼフ犬はまっすぐ見返して呟つぶやく。

「……あなた、私についてこられる？　走りますけど」

「私は宿主の機能を引き出せますから。はい」

「では、どうぞ」

　言って、ジョゼフ犬は大きく開いた窓から、ひらりと身を躍おどらせた。







　階段を駆け上がって屋上に戻る。

「アウレカ！　済すんだか……」

　眼がん前ぜんに広がった光景に、マルタは息を吞のむ。

　銀の光の下で、立っていたのはデアスミスだった。アウレカは、腹はらを押おさえて倒れて動かない。

「やぁ、マルタ・サギー」

　デアスミスはそう言って笑いながら、手に持った短たん剣けんを軽く振ふった。液えき体たいが飛び散る。暗くて色まではわからない。

「少々手こずったよ。早く手当をしてやり給たまえ」

　闇やみの中で楽しげに光る、デアスミスの青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ。

　頭がぐらぐらする。

「アウレカ」

　判はん断だん力が落ちていくのがわかった。自分が何をするべきかわからない。アウレカの下の水たまりが、どんどん広がっていく。

　なんで。

　だって僕、バーチの死体だって見たんだ。

　なんでアウレカの死体まで見なきゃいけないんだ？

　ふらふらとアウレカに近寄り、へたりこんでその身体からだにしがみつく。

　その横を夜会の優ゆう雅がさで通り過すぎ、デアスミスは扉とびらへ向かう。そして扉に手をかけてから振り返る。

「そう、言っておかなくてはならないな。ウイドウは止まったようだが、生憎あいにくまだ毒はある。そして私はウイドウを修しゆう理りする知ち識しきと技ぎ術じゆつを持っている。……それと、私の側のカード使いから、こんなカードを預あずかっているんだよ。これもイレギュラーカードな訳わけだがね。これは登録者ではなく、一いつ般ぱんの者でも使えるそうだ。まず、一枚まい目めは、『力の委い託たく』」

　デアスミスはカードを取り出す。手の中でカードは光って、そしてその光が消える。

「ところで、さて、もう一枚は『力の消しよう滅めつ』……なになに、このカードが発動すると、全てのカードはワークで使用できない……ふぅん。では発動したまえ。カード」

　マルタがぎくりとデアスミスを見つめる前で、カードは虹にじ色いろの泡あわになって宙ちゆうに浮ういた。そしてそれは大きく大きく広がる。きっとこれが範はん囲いなんだとマルタは理り解かいした。

　やがて泡は視し界かいから去り、デアスミスは足を進める。

「ではさようなら。マルタ・サギー」

　扉が閉しめられた。

　中から鍵かぎがかけられる音がした。

　足に、熱めの湯が触ふれた、とマルタは思った。

















　お湯？　どうして？

　違ちがう、血だ。

「アウレカ」

　うつぶせになっているアウレカをゆっくり仰あお向むけにする。肋ろつ骨こつの下に傷きずがある。

　止血。止血だ。救命講こう習しゆうは、森川さんに何度も行かされた。覚えてる。布ぬの、布だ。止血。

「……鷺さぎ井い……っ」

　自分のシャツを脱ぬいで布を裂さこうとしていたマルタに、アウレカが掠かすれ声で言う。月明かりの下でもわかる、顔色が悪い。

「カードホルダーの外側に、ポケットがあって。シールがあるから、傷に貼はってくれ……」

「わかった」

　小さく答えて、マルタは言われたとおりにした。薄うすいシールで、湿しつ布ぷみたいだった。

　血で重くなったアウレカのベストのボタンを外し、シャツを切り裂いて、自分のネクタイを外してそれで血を拭ふいて貼り付けた。

「……こ、これで止血と、回かい復ふくが出来る、はずだ……」

「ほんと？」

　ほっとしてマルタはアウレカを見る。アウレカは苦笑して、重そうに手を挙げるとマルタの髪かみを撫なでた。

「そんな顔すんな。……やること、あるだろ。俺おれはこれでもう死なない。さっきの奴やつがとどめを刺さしにこないかぎりな。だから、行け」

　行けって。

　でも、鍵がかけられて、カード、使えないし。ここから山を下りようって言っても、そんなの無理だ。道だってないし。

　マルタは強く目をつぶる。

　考えろ。

　考えろ。

　どうしたらいい。

　オスタスは救わなきゃ。

　でもアウレカをここにおいても行けない。だって、デアスミスは間違いなくアウレカを殺しに来る。そういう奴だ。息があって暇ひまがあったら、嬲なぶって殺すだろう。今どうにかしなきゃ。

　考えろ名探たん偵てい。

　そうだ、僕ぼくは名探偵なんだ。

　どうすればいいかきっとわかる、知ってすらいる。

　全すべての謎なぞの鍵を僕はもってるはずなんだ。

　さっき、デアスミスはなんて言った？

　カードの発動条じよう件けん。

　そうだ。

「……アウレカ……。ストラグルって、今出来る？」

「……あ？」

「僕と」

　ふ、とマルタは笑った。

　そういえばアウレカとストラグルってしたことない。

　アウレカも笑った。

「ホルダー取ってくれ」

「うん」

　バックルからベルトを抜いて、アウレカに渡した。

　アウレカは、そこからカードのストックを取り出し、ホルダーを手から滑すべり落とす。

　マルタは尻しりポケットに入れていたホルダーを取り出して、同様にストックを手の中に滑すべり落とした。

「……戦場よ来たれ」

　二人、同時に言う。タイミングは自然に合った。アウレカの声は喘あえぎのように頼たよりなかった。

「ここに、アウレカ・レーギーダと」

　アウレカの横に座すわったまま、マルタはアウレカの頰ほおに手を添そえた。失血で冷たかった。無理をさせていると思うと不安にはなった。だが、だからといって何もしないことを、アウレカはきっと望まない。

　そんなことはわかっている。

　相あい棒ぼうだもん。

「マルタ・サギーの」

「カードストラグルの開始を宣せん言げんする」

　やはり、アウレカは声を出すのも辛つらいらしく、息が浅く弾はずんでいる。止血はしたが、これだけ出血しているのだ。苦しくないわけがない。それでも顔を歪ゆがめてつきあってくれている。

　図々しくて、わがままで無神しん経けいで。

　でもいつだって、あんたがいてくれれば何とかなる気になれた。

　なのに、こんなふう。

　僕のせいだ。

　だから、打だ破はする。

「『カード戦争ウオー』！」

　アウレカの手を取って握にぎりしめる。アウレカが出せない分、マルタは声を張はる。

　独どく特とくの風がやってくる。

　特別な香かおりがする。二人の間を中心点にして、半円形の力場が広がる。空気が光を帯びて明るい。

　アウレカが大きく息を吐はく。

「……ストラグルの力場は、中に入っている間少し楽になるんだよ、怪け我がとか感じないように……ストラグル終われば元通りだけどな」

「でも、やっぱり辛そうだけど。ったく、何やってんだ。油ゆ断だんしすぎだろ」

　少し血色の戻もどったアウレカの顔にほっとしてマルタは言い、同時に衣服と地面と、マルタ自身を染そめた出血に息を吞のんだ。

　二人の間、中空に、ウォータークラウンの水すい滴てきのように金色の光がはじけ、伸のびる。その光の点が金粉をまき散らしながら羽ばたきのようにちらちらと輝かがやいた。

『このストラグルの審しん判ぱんと進行役を務つとめます。ルールに則のつとり、紳しん士し的にストラグルを行ってください。ファンを構こう築ちくしてください。カードを五枚まいヒットしてください』

「すまないけど、その前に申告だ。違い法ほうと思われるイレギュラーカードを見つけた。審しん査さの上除じよ外がいして欲ほしいんだけど」

　マルタは光を見つめて言う。光はすぐに答えた。

『了りよう承しようしました。現げん地ちの審査員を召しよう還かんします。ストラグルは一時停止します。以後はオスタス現地員、シェリー・オーウェンの指し示じに従したがってください』

　ストラグルの力場の、空いている場所にシェリー・オーウェンが現あらわれた。丸まる眼鏡めがねに裾すその短い、編あみ上げブーツの臑すねが見えるドレス、黒の鞄かばん、プリッツェルみたいに両側で結ゆった髪。なぜか口元に泡あわ。

「こんばんは、マルタさん。先日はドクトル・バーチのサインをありがとうございました。……騒さわがしい夜ですねぇ。オスタスのカード使い、総そう動員ですよ？」

　笑ってはいたがその言葉には毒があった。

「……仕方ないでしょ、オスタスを死の都にするわけにはいかないもの」

「それはあなたの思想であって、委員会の意向ではありません。……ともあれ、カード使いたちのカードで霧きりは無む効こう化かされてオスタスは無事です。深い霧の中であったことや、夜中で外出している人たちが少なかったのはよかったことです」

「そう」

　ほっとしてマルタは笑った。オスタスが無事だ。嬉うれしかった。

　シェリーはぷうっと頰ほおを膨ふくらませる。

「今は、その中のひとりが営えい業ぎようしているパブでお疲つかれ会をしてますわ。カード使い同士交流しないとストラグルも出来ませんから歓かん迎げいですけど、私、ビールのおかわりを頼たのんでいたところでしたのに」

　それでむくれてんのかよとマルタはあきれた。

「そんなの委員会で主しゆ催さいしたらいいんじゃないの……」

「あ、そうですわね！　今度そうしましょう。是ぜ非ひ参加してください！」

　やだ。

　そうは思ったがマルタはニッコリ笑った。

「で、違法と思われるカードなんだけど。『力の委い託たく』と『力の消しよう滅めつ』」

「はいはい、ちょっとお待ち下さいね」

　鞄の中から黒い手帳を出して、シェリーはめくっていく。

　マルタは内心じりじりしていた。早くしてくれ。こうしている間も時間は過すぎる。デアスミスが何をするのか、わかっている。ウイドウを修しゆう理りして、もう一度毒を流すんだ。

「ああ、その二つはいま、調査部が調べていますね。優ゆう先せん順位を最高にしておきます」

「い、いつ分かる？　止められる？　ワークで、カードを使いたいんだけど」

「んー、半日くらいですかねー」

　マルタは思わず身を乗り出す。

「バーチのシャツに興きよう味みある？」

「んー、三十分くらいですかねー」

「……手て袋ぶくろ付き」

「んー、努力しますからー」

　これ以上は短くならないらしい。

「一時停止したストラグルってどうなんの。出てもいいの、力場から」

「はい、かまいませんよ。再さい開かいするときには自動的にここに戻ってきます」

　アウレカが言う。

「俺は寝ねてる」

「うん、そうして」

　マルタは視し線せんもやらずにそう答えて、更さらにシェリーに言った。

「で、この下で悪人がまた霧に毒混まぜてオスタス殺そうとしてるんだけど。で、そこの扉とびら、鍵かぎ掛かけられちゃってどうしようもないんだけど。更に言うと、僕かないそうにないんだけど、シェリーさんどうにかなんない!?」

　心の底から侮ぶ蔑べつした瞳ひとみでシェリーはマルタを見た。

「『カード戦争』委員会はそーゆーのに介かい入にゆうしませ」

「ネクタイ」

「んけどまあ、私とマルタさんはお友達ですからぁ、特別にこの山の下まで移い動どうっていう」

「オスタスに連れてけよ!!」

　シェリーはため息を吐ついて言う。

「これだって職しよつ権けん乱らん用ようで降こう格かくされるかもしれないって冷や冷やなんですからね。ちょっとは自分でやってください。それでは調査部と合流して、調査してきますから。多分ご希望通りになりますよ。失礼」

　言ってシェリーは消えてしまう。

「あ」

　待ってと手を伸のばした姿し勢せいのまま、マルタは暗い闇やみの中にいる自分に気がつく。地面に足を、膝ひざをついていた。服はアウレカの血を吸すって重く冷たかった。

「ケチ！」

　まぁいい、これだけでもいい。

　マルタは走り出した。

　力場の中にいれば、アウレカは守られるだろう。ちょっと痛いたくなさそうだし。

　なら今は、とりあえずオスタスに向かうんだ。

　バーチと合流するか、トーリアスのところに行くか、王宮に行くかして、毒の霧をどうにかしないと。

　今は霧は晴れている。遠く、オスタスの灯ひが見える。

　カード使いたちはパブで酒さか盛もり。

　夜の仕事や、夜行性せいのひと以外はベッドで眠ねむる。

　夜会もそろそろ仕し舞まいだろう。

　歌か劇げきはいかがわしいのもそろそろはねて、踊おどり子たちは化け粧しようを落とす。パン屋もまだ眠り、犬が路地を徘はい徊かいする。

　オスタスへ向かって走る。

　靴底で砂じや利りが転がる。早く早くもっと早く。くそ、この身体からだ、やっぱりすぐ息が切れる。血が乾かわいて服が硬かたくなる。脇わき腹ばらがすごく痛いたい。

　知るかそんなの。

　デアスミスが修理するより早く、毒が郊こう外がいの農家の一軒けんに到とう達たつするより早く。ユリル河がわに飛び込んで流されたら早いのか？　駄だ目めだ、溺おぼれて死にそうだ。自転車とかないかな。あったらいいんだけどな。自動車は？　僕免めん許きよ持ってるのに。僕の中古のマーチ。右の下を縁えん石せきにこすって、線が入って直してなかった僕のマーチ。アルファロメオとか乗ってみたかったな。でも駄目だ、ないんだから。

　走れ走れ走れ。

　月や星の明かりが、足道を照らしてくれる。

　けれど木々がそれを遮さえぎると、何も見えない闇だ。

　切れる息とふらつく足で、くぼみに足を着いてしまい転がった。横が斜ななめの斜しや面めんで、そのまま落ちた。痛みにしばらく震ふるえていたが、手て探さぐりで木を摑つかんで這はい上がる。

「くっそ、痛ってッ」

　毒づいて、また走り出す。身体が痛かったがどうでもよかった。痛くなくはなかった。痛かった。でもどうでもよかった。

　走り出す。

　走る。

　闇は敵てきで、星空と月が味方だった。

　手のひらに載のせられそうだったオスタスの灯あかりが大きくなっていく。

　ただ美しかったものが、そればかりではない街になっていく。

　でもいい、なんでもいい、それでもいい。

　僕の街だ。









　第七章　あんたと僕と、大事なものと






　暗い道を走る。自分の息いきと足音しか聞こえない。下りの道だから、何度か勢いが付きすぎたり、足をもつれさせて転ころんだ。あちこち痛いたかったが、何より痛いのは脇わき腹ばらと胸むねのところ。多分横おう隔かく膜まく。

　汗あせが流れて目に入って痛い。シャツの袖そでで拭ふく。鉢はち巻まきって必要なんだなと思って、ネクタイを探す。そうだ、アウレカのところに置いてきたんだ。忘ぼう年ねん会かいのサラリーマンみたいになっても、実用的ならいいと思ったのに。拭こうとしても腕うでがだるくて上がらない。後ろから誰だれかが追いかけてきているように思う。息が耳みみ障ざわりだ。

　走るときは、こうだよ丸まる太た。

　ふと、意識に何かが浮うかぶ。

　大きな男の人。

　拳こぶしを握にぎって、ゴールをみて。ほら、走ってごらん。

　紺こん色の靴くつ。なんだっけこの靴。ああ、そうだ、幼よう稚ち園指定の靴だ。徒と競きよう走そうに出ると話したら帰り道で、河か川せん敷じきに寄り道した。夕焼け空。

　そう、上じよう手ずだ！　はやいぞ！

　とうさん。

　父親の、一番鮮せん明めいな記き憶おく。いろんな嫌いやなこともあったのに一番鮮明な記憶だ。顔は忘れた。

　ゴールと決めた橋の下から戻もどる。遠かった姿すがたが近くなる。嬉うれしいと、言葉も知らずに心が弾はずむ。両手を広げて、少し腰こしをかがめて待っている。何も考えずに速度を落とさずに胸に飛び込こんだ。

　はやかったぞ！　走れるな、丸太！　一等だ、がんばれよ！

　こんなの、ずっと忘れてた。

　でも、きっとこの記憶だけで父親に愛を誓ちかった。

　今なら分かる、あのときの父親と同じ、二十五歳さいになったから。

　いつでも、愛を返して欲ほしかった。だから、なんとか話をしようとしたり、嫌きらいになったりしないようにしていた。母のこともどこかそうだ。

　でも、もう、僕もこどもじゃなくなったから。

　ただの気まぐれや、いいタイミングやなんかで、与あたえられたそんな記憶。大事だけど、今でも胸が切せつなくなるし、こんな時に思い出したりするけどでも、だからって、もっとたくさんの嫌な記憶があるひとに、もう期待なんかしない。知ってる。

　自分が大事にされた大事な記憶。

　そのときの気持ちや思いは、なにもその人に返さなくてもいい。

　知ってる。

　自分の好きなひとに返せばいい。

　自分を軽かろんじない、無む視ししない、蔑ないがしろにしない、尊そん敬けいできる人。

　家族は選べる。

　だっていつまでもこどもじゃない。

　マリアンナさん、バーチ。ああもうめんどくさいつきあい長いからバーチで。どっちだっていいんだあんたなら。

　僕、あんたを愛してる。でも、言ったら駄だ目めだ。僕は地じ獄ごくに堕おちるんだ。シシャに与くみしてるもん。ランはいいやつだ。結けつ婚こんして、子こ供どもを作ってくれよ。僕はランもその子も愛せる。自じ信しんがある。出来る限り、全部の力でバーチと、その子とランを守る。ランに嫌われてても構かまわない。邪じや魔までもウザくても絶対そうする。僕がしたいからそうする。

　とうさん。

　手のひらは握らないんだ。テレビで見たアスリートはみんなそうしてる。あの河川敷で抱だきしめたことは大事な記憶だけど、常識や知識は変わっていく。

　大事な人は選べる。

　自分で歩ける。

　暮くらしていける。

　逢あえなくたって、なくなったって、僕は森川さんたちを知っててそして忘れない。僕がこうして走ることは、森川さんが言った今を大事に生きるってことだ。

「無駄」

　喉のどが痛い。

「なんかじゃ」

　頭とう皮ひから滝たきのような汗が落ちる。

「ない」

　歯を食いしばる。息がうるさい。足が痛い。腹はらも。いろんなところが。でもどうでもいい。木こ立だちに隠かくれてオスタスが見えない。

　道の横をユリル河の支し流りゆうが流れている。水音がした。

「！」

　道に出ていた木の根に引っかかってまた転ぶ。ズボンが大きく裂さけた。知るか。

　立ち上がろうとして身体からだが動かない。少しだけ。少しだけ休もう。道に倒たおれて、マルタは少しだけ目を閉とじた。汗が入った目からは涙なみだが出ていた。つられて洟はなも。ハンカチがあるといいのに。ポケットティッシュ普ふ及きゆうするといいのに。口を開けて息をしていたら、唾だ液えきが多く出てきたので飲み込む。喉が渇かわいた。緩ゆるく目を閉じる。

　音が聞こえた。水音の他に。

　雨が降ってきたのかと思った。

　水が飲めるし、身体も冷えていいなぁ、と思って跳はね起おき、四つん這ばいで歩いて谷川を見る。

　霧きりが川の上を走ってきていた。

　全身の血が冷えた。

　デアスミスが修理を終えたんだ。

　マルタは立ち上がるとまた走り出した。

　必死だった。

　月が出ていてよかった。

　霧が見えてよかった。

　自分の息と鼓こ動どうがうるさかった。

　お願いだ神様。

　どうにかしてくれ!!

　思わずそう思った時に、道の先に灯あかりが見えた。民家か。自転車か車を貸かしてもらえたら。

　駄目だ、毒どくの霧が来てるならそのひとたちが死んでしまう。

　その想像でぞっと背せ筋すじが冷たくなった。

　どうしたら、どうしたら、どうしたら。

　目の前が暗くなる。それでも走る。

　エンジン音がした。光が向かってくる。車だ。止めて、乗せてもらわなきゃ。信じてもらえなかったらどうしよう。ぐずぐずしてたら霧が来る。止めなきゃ。ライトはひとつ。こわれてるのかな。

「止まって」

　声を出そうとしたら嗄かれていた。

「止まってぇ……」

　轟ごう音おんを立てて車が止まる。オスタスの蒸じよう気き自動車の吐はき出す、銀色の煙けむり。車ではなかった。二輪車だった。岩がん石せきみたいなオートバイだった。後ろに積んだ岩石みたいなものから排はい気き管かんが五本出ていてそこから蒸気があがっていた。

　またがっていたのはバーチだった。ヘルメットと、ゴーグルをつけていた。後ろの車輪で半円を描えがくように止まった。夜よ目めにも染しみる、すみれ色のマフラー。

「待たせたな、マルタ!!」

　バーチは笑ってそう言うと、ゴーグルを投げてよこした。両手で受け取る。

　あーやっぱりバーチって綺き麗れいでかっこよくて可愛かわいい。

　なんだバイクって。ヒーローかよ。

　バーチはフンと笑う。

「なんだ、見み蕩とれたか」

「はい」

　素す直なおに言ったらバーチは顔を耳まで赤くした。

「ばばばかもの。後ろに乗れ！　急いでいたならまだ状じよう況きようは落ち着いていないのだろう!?」

　言われて、マルタはゴーグルを掛かけて後こう部ぶ座ざ席せきに乗り込む。

「うん！　とにかくオスタスに急いで！　毒の霧が来てる！」

　それを聞いて、肩かたに止まっていた市し警けいの制せい服ふくを着ているマルタと馴な染じみの小妖よう精せいがバーチの肩から、ウインクを一つして飛び立つ。

　バーチは思い切りアクセルを開けてバイクを走らせ、マルタはバーチの腰にしがみついた。

　なんでアッカーソン巡じゆん査さが、と思うマルタに、バーチが言う。

「あとで説明する！　舌した嚙かむぞ！」

　うん、と頷うなずいてバーチの背中に頰ほおを寄せる。暖あたたかかった。いい香かおりがした。肺はいいっぱいに吸い込む。

　そのままオスタスに向かうのかと思ったが、バーチは横道にそれてまた山を登った。

　どこに行くんだろうと思ったが、訊きけない。あまりにバイクは揺ゆれすぎた。疲ひ労ろうと怪け我がも重かさなって、あっという間にマルタは酔よった。

　道の横に『展てん望ぼう台だい』と書かれた矢印の看かん板ばんが見えた。しばらく行くと開けた場所に出て、バーチはバイクを止めた。

　マルタは転がるように後部座席から落ちて、その場で吐いた。

　最悪だみっともない。

　吐きながらそう思ったが、バーチの手が背中をさすってくれた。吐ききってしまうと、楽になった。差し出されたハンカチで口くち元もとを拭ふく。

「……ありがと……ごめん、汚きたなくて……」

「はん？　私は医者だぞ。吐と瀉しや物ぶつなど見み慣なれている」

　バーチはそう言って口の端はしを上げ肩をすくめる。座席を引き上げると、その中から小さな水すい筒とうとアルミのコップを取り出し、水を注そそいでマルタに渡わたした。一口すすいで、あとは一気に飲み干ほした。バーチはもう一いつ杯ぱい注いで渡す。それも一息で飲み干した。

　マルタははーっと息を吐く。

「おいで」

　手を差し出されて取る。手を引いて立ち上がらされ、引かれて歩いて木のベンチに座すわる。

「ああ」

　思わず声が出た。

　オスタスがよく見える。

「ウイドウは壊こわしたが、クレイフルを追わなくてはならなかったから、壊しきれなかった。デアスミスなら直してしまうかもと思ってな」

「クレイ、どうしたの」

「追いかけて追いついてとっ捕つかまえてぼこぼこにした！　ハハハハハ!!　私の車もスクラップだがあいつの車もぺっしゃんこだ！　ハハハハハハ!!　トーリアスと鉢はち合あわせたんでな、引き渡したら、部下が気をきかせてこれを持ってきてくれたのさ」

「ジャックさんは？」

「ジャックにこれは転がせんよ。足が着かん」

「霧、どうすんの」

「市警と宮きゆう殿でんに話を通してな。有ゆう翼よく人じん部隊を待たい機きさせてる。万一必要になるかも知れんと解げ毒どく薬を部下たちに調ちよう合ごうさせておいた。スムーズにいったのは、ジャックの指揮のおかげだ。……ああほら、飛んでいる」

　見れば、山の麓ふもと、ユリル河沿ぞいに小さな光がいくつも飛んでいる。身体に小さなライトをつけた有翼人たちだ。

「すごいなぁ、バーチ……的てき確かくに対たい処しよ出来て……」

「いくつか用意していた道みち筋すじのひとつさ。他の道筋のためにもあれこれ用意はしていたがね。そちらは全部無駄だが、一つ生きたらそれでいい」

「……いつから対処始めてたの」

「ずっと前からさ」

「そう」

　マルタはぐったりとベンチに横になった。

「すごいなぁバーチ……」

「……お前、傷きずだらけじゃないか」

「あーうん。こけたしね」

「結けつ構こうひどそうだぞ」

　マルタはその声を聞いて、気き絶ぜつするように短い眠ねむりに落ちた。

　ひどく疲ひ労ろうしている人間にはあることだったから、バーチはそっとしておくことにした。上着を脱ぬいでかけてやり、物入れから救急箱を取り出そうとバイクに向かう。

　バーチには聞こえなかったが、マルタには聞こえた。

『プレイヤー、マルタ・サギー。お待たせしました。調査依い頼らいのありました『力の委い託たく』『力の消しよう滅めつ』は、『カード戦争』委員会の調査で、無む効こうなカードと認にん定ていされました。ただいまからカードの効力を無効にします。その上で、ストラグルの再開を宣せん言げんします』

　深い眠りの中でも聞こえた。

　そして目覚めたら、アウレカのいるストラグルの力場にいた。

「……おかえり。ぼろぼろじゃねぇかよ」

　マルタは眠りから覚める。少しすっきりしていた。眠ったせいもあるだろうが、ストラグルの力場に来たせいもあるだろう。

「あー……うん。うん。夢じゃないよな……」

　マルタは寝ねぼけながら起きて、両手を何となく嗅かぐ。バーチの香かおり。うん、夢じゃない。

「うん」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

「大だい丈じよう夫ぶだよアウレカ」

　アウレカはなにが、とは問わなかった。

　マルタの表情を見て、不安はないんだなと理解した。

「……じゃ、続きだ」

「うん」

『ファンを構こう築ちくしてください。カードを五枚ヒットしてください。レベル・ランクともに下位のマルタ・サギーが先せん攻こうです』

　進行役の言葉に、マルタは苦く笑しようする。

「アウレカ」

「んー？」

「あとで、ちゃんとストラグル、しような」

　アウレカは笑った。

　ほんとに、笑え顔がおだけはすごくいい男だ。

「ああ。すっげぇ楽しみにしてるよ」

「僕もだ。……進行役。降こう参さんだ。マルタ・サギーはアウレカ・レーギーダに勝てる気がしない」

『３００５０８号ストラグル終しゆう了りよう。勝者、アウレカ・レーギーダ』

「ポイントとかは言わなくていいから」

『『カード戦争』は開戦中です。またのストラグル・コールをお待ちしています』

　光が消えた。星空と月と風が戻もどる。

　マルタはよろよろと立ち上がった。

「ちょっ……アウレカ。そのでっかいホルダーの中に、回かい復ふく系けいと鍵かぎ開けるのと野や郎ろうやっつけるカード入ってない？」

「おまえホントカード頼だよりな」

「いいじゃん」

　マルタは開き直っている自分に気がついて、少しおかしかった。

『カード戦争』に楯たて突ついて、オスタスを守ろうって言うのに、出来ることはカードを使うことだけだ。デアスミスの方が、これじゃ堂どう々どうとしている。

　まぁいい。

　僕はなんでも出来るヒーローじゃない。

　バーチみたいに頭がいい訳わけじゃないし、トーリアスみたいにちゃんとした大人じゃないし、アウレカみたいな筋きん肉にくバカでもない。ヘンリーみたいに料りよう理りがうまくもないし、リッツみたいに事務に向いてもいない。

　でも、出来ることはなんでもするんだ。

　で、たまたまカードが使えるから、卑ひ怯きようでもなんでもいいんだ。

　アウレカは、痛みに顔を歪ゆがめながらホルダーを開け、カードを繰あやつってマルタに何枚か差し出した。

　マルタは頷うなずくと、回復のカードをアウレカと自分に使う。

　怪け我がまで一気に治なおす『治癒者ヒーラー』はやっぱりレアカードだったんだなと思った。体力は回復したが、怪我は治らない。アウレカも同様だったが、あからさまに血けつ色しよくが良くなっていた。

「行ってくる」

　立ち上がって、マルタは言う。

「おうよ。俺は寝てる」

「最高だね」

　アウレカにそう言って、マルタは扉とびらに向かった。

　手に握られているのは『金庫破やぶり』のカード。

「開け、ゴマ」

　知らず、そう呟つぶやいていた。







　階かい段だんを降りて扉を開ける。

　デアスミスは、ウイドウの横に椅い子すを寄せ、座すわって本を読んでいた。横にはカンテラ。ウイドウの稼か働どう音おんが響ひびいている。

「やぁ」

　驚おどろいた様よう子すもなく、デアスミスは本を閉じた。

「やはり山は虫が寄ってきていけないよ」

　周囲に飛ぶ蛾がを気にした様子もなく、デアスミスは言う。

「……何でのんびりしてるの？」

　マルタはなんだか苛いらついた。

「お前にはもう何も出来ないだろう？　逃にげなきゃならないんじゃないか？」

「そうかも知れないな。だが、目め障ざわりな探偵を解かい剖ぼうしていくくらいのことはできるさ」

　言って、デアスミスは立ち上がる。

「本来クレイフルの担当だがね、そんなのは。私は彼ほど器き用ようではないから」

「……お前、内ない臓ぞうマニアかよ」

「そうだよ」

　デアスミスは笑った。

「私と同じ感覚を持つものは少ないがね。人間の内臓というものは、特別の力を持っている。君にはわからないかな」

「わっかんねーよ気持ち悪ィ！」

「場の力が上がる。物事がうまくいくんだ。最初は、動物の内臓だったんだ。実験に使ったものを捨てろと言われて、触ふれた。実験はエスカレートした。トロルや人魚たちの内臓も現れた。私が試ためしたことは、内臓に触れる度たびうまくいった。では、人間はどうだろうと私は思って試したんだ。すばらしい効こう果かがあったよ。……私は生まれ変わった。もう弟に面めん倒どうを見てもらわなければ、語ることひとつも誰だれにも分かってもらえない、そんな男ではなくなった。そして今、私は追い詰つめられている」

　懐ふところから、デアスミスは短たん剣けんを出して、抜ぬいた。

　アウレカの血で汚よごれていたはずのそれは、光を放はなつほど磨みがかれていた。

「この状じよう況きようを打だ破はするためには、何が必要か？　それは、運だろう。私の配はい下かのカード使いが、何らかの助けをしてくれる。それを期待するのなら、頼るべきは運だろう。そして私は運を上げる行こう為いを知っていて、目の前に君がいると言うわけさ」

　デアスミスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「さあ、腑ふ分わけの時間だ。君を私に捧ささげるがいい。マルタ・サギー。今までリッツをどうもありがとう。感謝しているよ。おかげであいつは自分で命を絶たたなかったのだから」

「リッツはそんなことしない」

　言うとマルタは、ベストの内ポケットからカードを一枚抜いて、立てた。

　そのカードを見て、デアスミスは失しつ笑しようした。

「ここで『名探偵』のカード？」

　失笑はやがて大きくなり、デアスミスは身を反そらして笑った。

「はは、ははは、ははははははは!!」

　部屋に笑い声が響いた。

「なんのつもりだね。ここに、解とかれるべき謎なぞはないだろう？　そのカードの使いようがあるのかな」

「あるさ」

　マルタはデアスミスを見み据すえて言う。

「あんたは強くて僕ぼくは弱い」

　マルタの真っ黒な瞳ひとみが、デアスミスの青せい灰かい色しよくの瞳を射い貫ぬく。

　マルタの顔は泥どろと血で汚れきっていたが、視し線せんは澄すんでいた。星のように。

「どうやったらひっくり返せるかって、それは謎だろ！」

　大きく息を吸い、ぎりぎりまで腕うでを伸のばしてカードをデアスミスに向けて、マルタは唱となえた。

「I'm Marta Saggy!!」









　第八章　オスタスの眠ねむれない夜






「Open your fuck'in gate of THE POWER.」

　デアスミスの顔を睨にらみつけて、腹はらに力をこめてマルタは唱となえる。

　そうさ、僕ぼくは弱くて情なさけない。

　野や暮ぼったくて短足で胴どう長ながで平へい面めん顔で、教きよう養ようもない。

　でも。

「I will use the card.」

　デアスミスは心しん底そこ小こ馬ば鹿かにした表情でマルタを見ていたが、小さく頭を振ふるとマルタに無む造ぞう作さに近づいた。

「いかんいかん。カード使いを侮あなどってはな……出来うる限り、対たい処しよはせねば」

　でも、デアスミス。

　僕には僕の、過去と未来がある。

　あるんだ。

　デアスミスの手が伸のびる。

　マルタは怯ひるまない。

　デアスミスの瞳ひとみを見み据すえる。

　マルタの瞳の奥おくには金の光がともり、髪かみの根ね元もとは光の粒りゆう子しをはらんで浮うき上がる。

　デアスミスの手が『名探偵』のカードを摑つかんで握りつぶした。

　マルタはデアスミスを睨みつける。

　デアスミスはマルタに額ひたいをぶつけるように近づき、マルタも一歩も引かない。

　麝じや香こうの香かおり。

　魅み惑わく的だが、バーチの程ほどじゃないや。

「"DETECTIVE"!!　僕のカードに触ふれるな下げ衆す!!」

　睨みつけたまま、怒ど鳴なった。

「下衆とは心しん外がいだよ、探偵」

「弟まで使って、自分の目的を果たそうだなんてやつが、下衆じゃないわけないだろう。内ない臓ぞう触さわるとうまくいくなんてジンクスに縋すがって、人を殺すようなやつが」

「ジンクスだなんて、おみくじクッキーと一いつ緒しよにしないで欲ほしいね」

　二人の手の間でカードが金の光になって崩くずれていく。

　その光に二人の顔は照てらされ、影かげは強くなる。

　金の光は渦うずを巻いて広がる。密みつ度どを増して広がる。部屋の中が金の光で埋うまる。

「スリーツーワン!!　カウントは終わった、謎は明らかになる!!」

「だからどうした。私の身にはなにも起こってはいない！」

「だったらそれが答えなんだよ。僕はカードを信じてる。最高のビッチだよ……お前なんかに乗りこなせないさ」

「べつに要いらんな、こんなカード。私には有ゆう能のうな部下たちがいる。カード使いも！」

「クレイは今いま頃ごろトーリアスと昔話に花を咲さかせてるだろうな」

　その言葉に、デアスミスの表情が変わった。

「ま、そういうわけだよ。一つ教えておこうか。僕が信じる僕のカードが発はつ動どうして、そしてなにも起こらないのなら、全すべてはもう終わっているんだ。かわいそうだから教えてやるよデアスミス。『カード戦争』委員会は、エントリーの区く別べつなく、全てのものに罰ばつを与あたえるんだよ!!」

　ラン・フェオーのパーティで、バーチが足を取られたように、『カード戦争』委員会は、イレギュラーカードを使ったデアスミスにだって容よう赦しやしないはずだ。必ずそうだ。

　だから、今、デアスミスに向かう運の全ては、何らかの別の力で妨ぼう害がいされているはずだ。

　たとえば、たまたま車がパンクしたり。

　たまたま、カードが散ちらばったり。

　たまたま、道が崩れたり。

　そんなことが、デアスミスに味方しようとするものたち全てに起こっているはずだ。

　そして、僕がここにいる。

　デアスミスは、ここで倒たおす。

　僕は人を殺したくないけどでも、出来ることはある。

「……だから、なんだというんだね。探偵。少なくとも私は、君の内臓に触れることだけは出来」

　カードが光になって崩れ去る。

　森川さん。

　オスタスに戻もどってからだって、ずっと練習してた。

　怠なまけ者ものの君のために、ひとつ教えてあげる。これだけ毎日練習しなさい。

　拳こぶしを握にぎって。

　まっすぐに打つんだ。

　力は足の小指から湧わいてくる。

　君の体は拳を打ち出す砲ほう台だいだ。

　まっすぐに打つんだ。

　怠け者の、君のために。

　デアスミスは、マルタが拳を握り、打とうとするのを見た。

　そしてそれを避さけようとした。

　余よ裕ゆうのある体たい捌さばきだった。

　だが、その顔の前をたまたま蛾ががよぎって視界を遮さえぎった。

　マルタの拳が、デアスミスのみぞおちにめり込んだ。

　デアスミスはウイドウの足あし下もとにまで飛ばされ、大きな音を立てた。

「……う」

　声を一つ漏もらしたデアスミスの上に、ウイドウがゆらりと揺ゆれて、倒れた。マルタは思わず目をそらした。大きな音が立った。

　デアスミスは動かなくなった。

　カードの金きん粉ぷんはいつの間にか消えていた。

　窓から、市し警けいの制せい服ふくを着た有ゆう翼よく人じんたちと、アッカーソンが入ってきた。

「マルタ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　アッカーソンは一直線にマルタに向かって飛んで来た。マルタは両手を広げて迎むかえ入れ、アッカーソンはそれを無む視ししてマルタの顔に抱だきついた。息がふさがれて変な音が出た。

「おっ前ぼっろぼっろじゃねぇかよ！」

「あっはは、大丈夫だよ。上に怪け我が人いるから、ちょっと医者呼んでくれる？」

「後で来る。ほら、聞こえるか？」

　言われてみれば、まだ遠いがパトカーのサイレンが聞こえた。静かな夜に迷めい惑わくなことだとマルタは思う。

















　有翼人たちがデアスミスの上のウイドウをせーのと力を合わせてどかそうとしたが、難むずかしそうだとわかると一いつ斉せいに雑ざつ談だんを始めた。

「サボるなぁ！」

　アッカーソンが一いつ喝かつしたが、全員いやはやと首を振ふって苦く笑しようする。

「僕たちにこんな力仕事無理ですよ」

「やれっていうなら組合に訴うつたえなくちゃならないかもね」

「私どもは非ひ力りきなのであります」

　一気にイライラしたアッカーソンを見て、マルタが言う。

「……大変なんだな」

「こいつらほんっといらつくんだよ。機き動どう力りよくは最高なのに、こうだから仕事まかせらんないんだ。すぐスト起こすし、デモは労ろう力りよく厭いとわないし」

　あははとマルタは笑って、それから世界が回かい転てんした。なんでだか天てん井じようを見上げていた。

「おいマルタ！」

　アッカーソンの焦あせった声がした。

「あれー。おかしいなー。僕立てないよ、アッカーソン」

　アッカーソンはマルタの肩かたに降りると、苦笑して言った。

「……いいんじゃないか？　すこしそうやってろよ。ここには敵てきはいないから。……俺としてはあいつら少し敵だけど」

　アッカーソンの視線の先には世せ間けん話ばなしに興きようじる有翼人たちがいた。

「……で、誰だれも死ななかった？」

　ぼんやりした問いに、答えは明めい瞭りようだった。

「うん。明日には警官過か労ろう死ししそうだけど。今オスタスは大おお捕とり物ものだよ。Ｆ教室のメンバーが割れたんで、警官全員叩き起こして一いつ斉せい取とり締しまり」

「え。なんで？」

　横目でアッカーソンがマルタを見た。

「タレコミがあったんだ。Ｆ教室の一人がな、自分には妻さい子しがあるのでと。で、Ｆ教室のメンバーも、それから辿たどっていってデアスミスの手て下したも捕つかまえて、カード使いはカード使いで、なんてったっけ、モグラの……」

「オレイヤーズ。モグラって呼んでやるなよ、気にしてるんだ」

「覚えとく。……そうそう。彼が、把は握あくしててくれて、今回招しよう集しゆうに応じなかった奴やつらの名前を教えてくれたのさ。それで洗あらい出して」

「そっか」

「王宮の兵士たちも出て、やかましい夜だよ」

「……陛へい下かがお出ましにならなくてよかった」

　女王陛下。

　ゴルゴンの女王陛下だ。

　女王は滅めつ多たに王宮を出ない。どんな式しき典てんにも、顔を見せない。

　当然だ、見たものは全て石になってしまうから。

　偶ぐう然ぜんにでも見られたら、国民が石になってしまう。女王はそんなこと望まない。

　悲しむだろう。マルタはそれがいやだった。

「あ。でも、バーチは？」

　と、いうかジャックさんとかは？

　フィランシェ教室に捜そう査さの手が及およんだのなら、バーチも無む傷きずではいられないはずだ。

「あ、バーチとは取引があったんだ。クレイフル・ソーマンソーの身み柄がらを引き渡わたす代かわりに、バーチは捜査しないって。……まぁバーチは凶きよう悪あく犯はん罪ざいには関かかわってないしな。警部、決着は屋根の上でって言ってたぞ。……でも、なんでバーチはマリアンナ・ディルベルタ嬢じようの格かつ好こうしてたんだ？」

　ほらみろ、バーチのアホ。マルタは斜ななめに視線をやってしらばっくれる。

「……なんでだろうね」

「一応、ディルベルタ邸ていに行ったら、マリアンナ様おられたぞ。ガウン姿すがたが見られて眼がん福ぷくとか担当警官言ってたけど」

　そりゃ影かげ武む者しやだ。

　ランのパーティの時もいたし。

　でもまぁ、まずいことになってないならいいや……。

「おい、マルタ？」

　アッカーソンの慌あわてたような声が聞こえた。

　でももういいやと思って、マルタは意識を手て放ばなす。

　お疲つかれ様、僕。

　でも何か忘れているような……。

「あ！」

　飛び起きて、アッカーソンがびくんと跳はねた。

「びっくりしたぁ！　なんだマルタ！」

「リッツ知らない!?　ジョセフ犬と!!」







　リッツの姿すがたをしたアテンダントは、賢けん者じやの石を手にしたジョゼフ犬を見て首をかしげた。

「私の役やく目めは、賢者の石まで誰だれかを案あん内ないすることですからいいのですが、使用法が間ま違ちがっています」

「いいのよ」

　ジョゼフ犬はそう言うと、賢者の石をユリル河に放ほうり投なげた。

　石というが、どこか石ではなく、何か小動物の心しん臓ぞうのようなものだった。暖あたたかかった。不ふ思し議ぎに慕したわしかったが、その魅み力りよくを振り切ってジョゼフ犬は思い切り遠くに放り投げた。夜の中で、石が水に沈しずむ音が聞こえた。

「……これでよし」

　そしてジョゼフ犬はアテンダントに向き直る。

　そっちでもこっちでも、パトカーのサイレンが鳴っていた。

「ないほうがいいのよ、こんなの。ドクトルはほしがったかもしれないけれど、多分ジャックさんはいらないって言うわ」

「そうですか」

　わからない、と言うようにアテンダントは言った。

　ジョゼフ犬はアテンダントの手を取ると微笑ほほえむ。

「……ありがとう、アテンダント。あなたが案内してくれたおかげで、賢者の石を変な研究に使われなくて済すんだわ。私たちには、まだそんな力いらないと思うの。……いつか、私たちが成せい熟じゆくして、ああいったものを使えるようになったら、また案内してくださいね」

















　アテンダントはおかしなことを言われた人のように黙だまり込こみ、ジョゼフ犬の顔をみつめた。

「……それが、使命ですので。では、私はまた眠ねむりにつきます。さようなら」

　翅はねがひろがり、羽ばたく。

　その羽ばたきの力で、アテンダントはリッツの背中から離はなれた。倒れ込むリッツを抱だき留とめ、静かに道路に横たえて膝ひざ枕まくらをする。

　視線を上げれば舞まい上がる、体のない、四枚の翅だけの存在。

　それは満天の星空に吸い込まれるように上じよう昇しようして、やがて消えた。

　そうなってしまえば、ただ美しいだけの夜空だった。

　サイレンが遠くで鳴っている。

　やかましい夜だった。







　マルタとリッツとアウレカは入院することになった。

　王立オスタス慈じ善ぜん病院の、清せい潔けつな三人部屋に入れられて、検けん査さ入院のリッツが結局いろいろ雑ざつ用ようをさせられて、入院して一時間で切れた。

「アウレカ、お前帰れよ！　もとの世界じゃ、なんかいろいろあるんだろ!?　ぱっと治なおる薬とか！」

　当然のごとく細こま々ごまいろいろ言いつけるアウレカに、検査着のリッツがくってかかる。

「ねぇよそんなもん。ここの看かん護ご師しのリリーちゃんが気に入ったんだ。ただなら少しいるんだもん」

　フン、と唇くちびるをとがらせて、点てん滴てきを三本つけたアウレカがそっぽを向く。

「なにがもんだ。ホンット腹はら立たつな」

　怒いかりにぶるぶる震ふるえるリッツに、マルタが笑う。

「あははほんとだよな。リッツ、相手にすると疲つかれるから僕とトランプしようぜ」

「おっいいねぇ!!　賭かけのレートどうする？　俺大だい富ふ豪ごうやりたーい！」

「あんたは誘さそわれてないよ!!」

　リッツが怒ど鳴なったら、アウレカはベッドの上で身を丸めて拗すねた。

「リッツ怖こわいー」

「リッツ、アウレカ構かまうと喜ぶからこっちおいで。あとアウレカ、その体勢とれるってことは、結構もう痛くないでしょ。帰れば？」

　マルタの言葉にアウレカははぁ？　と言う顔をして起き上がった。

「お前聞いてたの俺の話。リリーちゃんが」

「起きれるんだったら自分の世せ話わは自分でやれぇ！」

　リッツが怒おこって枕まくらを投げたらアウレカが避よけて、入ってきた人物の顔に枕が当たった。

「おっおー、元気でよろしい」

　小こ柄がらで温おん厚こうな、初しよ老ろうの医師だ。大きな鼻とたれた耳で、ホフゴブリンの血がはいっているとわかる。運ばれてからずっと、三人はこの医師に診しん察さつと手当を受けていた。

「す、すみません先生！」

　リッツは慌あわてて枕を取りに走り、アウレカは困こまった笑え顔がおで、

「すみません、どうもリッツ君はやんちゃでいけない」

　と偉えらそうに首を横に振ってリッツに睨にらまれた。

　医師は枕を拾ひろうと、リッツに渡した。

「回かい診しんですか？　まだ熱計らせてないんですけど」

「いや君も休みたまえよ。それでだね、やっぱりわし、異世界人のことはわからんのよ。だもんでこちらの先生に来ていただきました。以降はよろしく」

　リッツとマルタはいやな予感がした。

　で、当たった。

「こんにちはー！　トワイネル・クルーゼル・エシと申します！　珍ちんサンプル、じゃなくて異世界人いますかー!?」

　嬉うれしそうに言ったのは、背の高い、耳の下に鱗うろこのあるふわふわとした白髪しらがで、眼鏡めがねをかけたマルタとリッツには馴な染じみの医師だった。

　眼鏡の下の瞳ひとみは金色で虹こう彩さいは縦たてで黒だった。

　トカゲや蛇へびに似たその瞳が、なんだか親しん和わを感じない。

　リッツは立ちすくんでだらだらと汗あせを流した。やっぱり怖こわい。

「やーあリッツ君！　アテンダントいなくなったんだってぇ？　元気そうだからあとで研究室おいで！　おいしいクッキーをリーサーに焼いておいてもらうから！」

　植物園の人のいい主しゆ任にんを思い出して、リーサーさんも相あい変かわらずかわいそうにと同どう情じようした。

「おっ！　筋きん肉にくついてるねいいねいいね！」

　エシ氏はずかずかと病室に入り込んでアウレカの二の腕うでをぎゅうぎゅう摑つかんだ。

「うんうん顔色もいいし、えーっと刺さし傷きずだっけー。まっ平気でしょ！　いいねいいね、人体実験にうってつけだね！　さぁ車くるま椅い子す持ってくるから、私の新しい三人の美人助手が待つ研究所へさあ行こう！　制せい服ふく、半チチだよう！」

「参りましょう先生！　俺歩けまーす！」

　あっはっはと笑いながらエシ氏とアウレカは、点てん滴てき立てをがらがら言わせて出て行った。

「……人体実験って言ってたね……」

　マルタがその後ろ姿を見送って呟つぶやき、リッツが相あいづちを打つ。

「……うん……」

「まぁこれで静かになった。よし、リッツ、大富豪やろうぜ」

「やるのかよ結局」

「暇ひまだもん、いいだろ」

　リッツがマルタのベッドに椅子を寄せたとき、しなやかな気け配はいが戸口に立った。

「あら、おじゃまだったかしら」

　花はな束たばを抱かかえたマリアンナだった。紺こんと白の膝ひざ下したのタイトスーツに、濃こい青のパンプスと小さな帽ぼう子しという姿だ。

「いいえ。暇ならたくさんありますから」

　リッツが笑って言い、立ち上がる。

「ちょっと僕売店行ってくる」

「え、なんだよ」

「ごめんなさい、マリアンナさん。買い物忘れてて」

　そう言ってリッツはマリアンナの横を過ぎる。

　マリアンナはいいえとかなんとか挨あい拶さつした。

　早足で廊ろう下かを行く。

　マルタがマリアンナのことを意識しているのは、横で見ていればすぐわかる。

　そして、二人が不ふ釣つり合いすぎるのもよくわかる。

　でも、どうなるにしろ、好きな人と話をするのは楽しいことだとリッツは思うし、なるようになればいいとも思う。

　マルタはほんとは二十五だ。

　しんどいだろうなぁと思うと、リッツの口くち元もとは自然にきつく結むすばれた。

　だから、いいじゃないか。

　二人で話をするぐらいいいじゃないか。そんぐらい。







「今日は、いいお天気なんですよ。お散さん歩ぽできなくて残念ね」

　マリアンナは持ってきた花を自分で活いけた。病院の花か瓶びんは簡かん素そだったが、それ故ゆえに花がよく映はえた。

「散歩したいです、僕。マリアンナさんと」

「いやだ、立てないでしょう。動けるの？」

　マリアンナは笑って言い、マルタは痛みをこらえて起き上がる。

「つらそうよ？」

　苦く笑しようして言うマリアンナに、マルタも笑う。

「立つのは無理かな。でも、寝ねてるの飽あきちゃった」

「……車椅子はどう？　私、借りてきますわ」

「いいなぁ！」

「待ってて。すぐよ」

　少女のようにマリアンナは言うと、駆かけ出しかねない早足で廊下に出た。

　マルタは枕元においてあった水みず差さしでコップに水を注そそぎ、痛み止めを一日分一気に飲み、髪かみの寝ね癖ぐせを気にして撫なでつけた。

　鏡がないかと探したら、窓にうつった自分が見えた。

　満まん身しん創そう痍いでパジャマの、風ふ呂ろに入っていない平面顔の胴どう長なが短足。

　ちょっとうんざりした。

　でもガラス越ごしの、天気のいい春のオスタスは、心おきなく美しかった。









　第九章　バーチ、大人だから告こく白はくする






　バーチはウキウキと車椅子を借りると、マルタの病室に向かう。

　ふふん二人きりだ。

　今日はマリアンナだから、言げん動どうに気をつけなくてはならないが別にいい。私は私だ。

　病室に戻もどると、手を貸かしてマルタを車椅子に座すわらせる。

　マルタは痛みに顔をしかめながら車椅子に乗り、バーチは取っ手を摑んで押おした。

　すれ違ちがう大きな体の入院患かん者じやに気をつかい、小さな患者を気にしながら昇しよう降こう機きに乗り込む。

　大きな音を立てて扉とびらがしまり、ゆっくりと屋上へ向かった。

　屋上に出ると、風が二人を迎むかえた。

「まぁ」

　バーチは感かん嘆たんの声をあげる。屋上には庭てい園えんがしつらえてあり、そこにはピンク色や黄色のバラが咲さいていた。蔓つる薔薇のアーチやロックガーデンもある。小鳥が集まっていたのが、二人の登場で一いつ斉せいに飛び立った。

「いいところね」

「そうですね」

　マルタも嬉しそうに笑う。

「あー！　いい天気だ！　外いいなぁやっぱり。体痛いからあれだけど、けがなんで基き本ほん元気なんですよねー」

　体が痛くなかったら、うん、と伸のびをしたいところだ。

「ええ、元気そうでよかったわ。お話を聞いて、心配していたのよ？」

　マリアンナが楽しそうに言って、マルタはちょっとうずうずした。用事もあるし。困こまらせるかな？　いいかな？　案あん外がい気楽になるかな？

　いろいろ考え、右を見て、左を見て、誰だれもいないのを確かく認にんして後ろを振り向いて言う。

「バーチ、お願いがあるんだけど」

　マリアンナの体があからさまにびくんと跳はね、笑え顔がおが強こわばった。

「……は？」

　しらばっくれるつもりかな？

　でも許ゆるさない。

　マルタは口の端はしをつり上げる。

「バーチでしょ？」

　完かん璧ぺきな笑みを浮うかべてバーチは言う。

「なんのことかわかりゃにゃいわ」

　舌がもつれた。

　しまった。

　マルタは、口を閉じたまま噴ふきだした。

　そしてげらげら笑った。

「ちょ、おい、失礼だろうマルタ！　せっかく見み舞まいにきてやったというのに！」

　バーチは顔を真っ赤にして言う。

　それでもマルタが腹はらを抱かかえて笑っているので、バーチは車椅子を早足で押して屋上の縁へりへ向かう。

「あっちょっ待っバーチ!!　ごめんごめん悪かった悪かった!!　落ちちゃう落ちちゃう!!」

　あせったマルタの声を聞いて、バーチは満足げに笑って足を止めた。

「大人をからかうからだ、馬ば鹿かめ」

　楽しそうなバーチの高たか笑わらい。聞いているだけでマルタは楽しい。幸せだ。

「ねぇバーチ、頼たのみがあるんだけど」

　バーチはベンチに対面するように車椅子を置き、自分はベンチに座った。バーチだとばれているなら、バーチらしく足を組んでふんぞり返りたかったが、やめておいた。

「ん、何だ？　アレッサンドロ号はやらんぞ」

「……何それ」

「オートサイクルだ。かっこよかったろう。私の苦心の作だぞ」

「もっと小さくて細ほそっこいの作ってよ。そしたら欲ほしいよ。っていうか、そんなの作れるんだったら事業にしろよ」

　菓か子し屋ややってる場合じゃないだろ、と言いかけてやめる。内ない緒しよだ。

「まぁそのうちな。今は忙いそがしくて仕方ないんだ。何しろ本業のほかに偽ぎ名めいでいくつも事業をやってるんでな」

「本業って」

　まぁ怪かい盗とうって答えるだろうなと思いつつ訊きいたら、あっさりと、

「うん菓子屋」

　と答えられてマルタは内ない心しん頭を抱える。

「え、お菓子って僕も知ってる店かな、知らないよね」

「アッハッハ、なにを言う、とっくに知」

　そこまで言ってバーチの顔色が青ざめた。

「らないだろうなあ、そう、輸出してるからな」

　ナイスバーチ。

　マルタはこっそり拳こぶしを固めてガッツポーズをした。

「どおりで金持ちだよね」

「ああ、ものを作って金を稼かせぐのが大好きなんだよ。怪盗も面おも白しろかったがね」

　そういえば、と思い至いたってマルタは訊く。

「バーチ、怪盗はやめるの？」

　バーチは完かん璧ぺきに紅を塗ぬった唇くちびるを引き結ぶ。

「教室が事実上瓦が解かいし、賢けん者じやの石が失うしなわれた今、私が怪盗をやる意味がないからな。……聞いたかね、ジョゼフィーヌの賢かしこい行動を？」

「うん。でも河かわに投げたくらいじゃ失われたとか言わないんじゃないの？」

　バーチはふふ、と笑う。

「賢者の石の弱点を知っているか」

「いや？」

「水さ。水に溶とけるんだ」

　マルタは驚おどろいてバーチの顔を見つめる。バーチはいたずらっ子のようににやにや笑っていた。

「……噓うそだろう、それ？」

「はっは！」

　短く笑ってバーチは両手を開く。

「よくわかったな、マルタ」

「あんたの顔見ればな」

　共きよう犯はん者しやのように二人は笑う。

「実際のところ、賢者の石の性せい質しつなんざ誰だれも知らんのさ。私は父が研究者だったというアドバンテージがあるからな、こういうはったりもきくんだ。……誰も賢者の石のことなんか知らなかったが、教きよう授じゆはアテンダントの作り方は探さぐり出した。賢者の石がどういうものかわからないし、そもそも賢者の石という名をつけていいものなのかもわからないのに。ばかばかしい。科学はそんなものに頼たよらず、歩くと同じ速度で進めばいいのだ。山には足で登らんと、ありがたみがわからんのと一いつ緒しよさ」

「そうだね」

　つくづく頷うなずくマルタに、バーチが微笑ほほえみかける。

「同意を得られてうれしいよ」

「そこは同意するけどさ。怪盗どうするの？」

　バーチは黙だまり込こんだ。

　鳥の声がする。

　敷しき詰つめられた大きな石に、柔やわらかい光が反はん射しやする。薔ば薇らの香かおりがする風。馬ば糞ふんと石せき炭たんと車の水すい蒸じよう気きの匂においのするオスタスの空気。

「やめるかな。トーリアスも今度は見み逃のがしてくれないだろ」

「……そうか」

　二人同時にため息を吐ついて、バーチはマルタに言う。

「どうして君がため息を吐くんだね」

「だって、僕あんた好きだもの」

　バーチは心しん臓ぞうが止まった気がした。息が詰まる。

　落ち着け。マルタは恋れん愛あいとかの意味で言ったんじゃないんだ。

　わかってる。わかってるが。

　あれ？

　待て。

　私は、恋愛とかで言われたとしたら、どうなんだ。

　言われたいのか？

　バーチは自じ問もんする。

　言われたいようだ。

　……ずっと年下の、美び形けいでもない貧びん乏ぼうな異世界人に？

　そう思えば確かにあり得なかったが、でもマルタ・サギーだと思ったら、そんなのはどうでもよかった。

「だから、屋根の上で逢あえなくなったらいやだなとちょっと思ったけど、まあ、こうやってあんたが会いに来てくれるんなら……え、何？」

　マルタは、バーチが微笑んで自分を見ているのに気がついた。

　こんな顔で見つめられるのは初めてだった。

　誰からも。

　なんだか胸が詰まる。

　あれ、なんだろう。

　バーチがこんな顔でずっといてくれたらいいのに。

　こんな顔のバーチを、箱はこに閉とじこめておけたらいいのに。

「なぁ、マルタ・サギー。笑わないで聞いてくれ」

　ああ、バーチはきれいだな。こんなにきれいなものはないな。何か魔ま法ほう使ってるんだな。

「どうやら私は君に恋こいをしているようだよ。恋人になってくれないか？」

　マルタは一いつ瞬しゆんなにを言われたかわからなかった。

　そんな。なんで？　あり得ない。

　僕ぼくだって好きだ。

　七年ずっと、あんたのことだけ思ってきた。

　僕はバーチ、あんたを愛してる。

　でも。

　シシャの蛍けい光こうピンクの舌したが脳のう裏りによみがえる。

　僕は契けい約やくしたんだ。

　死んだら、地じ獄ごくに堕おちる。だって神様の敵てきになったから。多分ろくなことはない。僕と一緒にいたらどうなるかわからない。

　だから。

　だから。

　がんばれ僕。

　がんばれよ。

　デアスミスだってやっつけたじゃないか。

　オスタスにだって戻もどってこれたじゃないか。

「……だっ……て、バーチ。僕より年上じゃないか。やだなあ、からかわないでよ……」

　視界は、敷しき詰つめられた石と自分の影かげ。バーチのきれいな足とパンプス。顔が上げられない。うまく言えたんだろうか。

　しばらくして、バーチが言った。

「そうか。それもそうだな」

「あなたにはもっとふさわしい人がいるよ」

「そうだな。君にもね」

「うん。……って、バーチ、びっくりしたよ。冗じよう談だんやめてよ」

　笑って、バーチの顔を見た。バーチは笑っていた。

　なんだよ。

　そんな顔して笑うなよ。

　変へん装そうの名めい手しゆのくせに。

　どんな顔でも作れるくせに。

　マルタは胸むねが痛いたくなった。くそ、物理的に痛い。針はりでも刺さしたみたい。

「そろそろ、戻ろうか。無理をしてもいけないし」

　立ち上がってバーチが言う。

「……うん」

　マルタはそれを言うので精せい一いつ杯ぱいだった。

　病室に戻る間、バーチは色々話しかけてくれたが、マルタは生なま返へん事じしか出来なかった。

　情なさけない。

　バーチの方がつらいはずなのに。

　病室に戻り、マルタをベッドに座すわらせると、バーチは微笑んで言った。

「じゃあな。また来る。けがを治なおせよ」

「ありがと、バーチ……」

















　見送って、ああ、バーチはもうここへは来ないなとマルタは思った。

　でも、これでいいんだ。

　これしかないんだ。

　仕方ないじゃないか、だって……。

　だめだ、泣きそうだ。

　ベッドの上で涙なみだぐんでいたら、つかつかと靴くつ音おとが聞こえた。いきなりしゃがんで視界に入った男が言う。

「痛むのか。医師を呼ぼう」

　そしてまたつかつかと行こうとするので止めた。

「ま、待って待って違ちがうんだ！　痛くないから呼ばなくていいよラン！」

　猫ねこのようなつり目に濡ぬれた黒い瞳ひとみ。長ちよう軀くで細ほそ腰ごし、バランスのいい肩かた幅はば。今日は白のシャツにオスタスであつらえたらしい濃こい茶ちやのスーツを着ている。ネクタイのあるべきところには、なんだかものすごくきらきらしているブローチがついていた。手にはバスケット。

　ラン・フェオーは立ち止まって振り向き、戻ってきた。

「そうなのか。泣きそうに見えたが」

「……ちょっと鼻がむずむずしただけ」

　ランは花か瓶びんの花に気がついて凝ぎよう視しした。

「マリアンナさん来てたんだ。今帰ったけど」

「何!?　追いかけたら間に合うか!?」

　と、ランはまた出て行こうとしたが、こらえてやめた。

「……い、いや、今日はお前の見み舞まいにきたのだ、マルタ・サギー……」

　マルタは眉まゆを寄せてランを見る。

「は？　なんで？」

「ああ、これ。うちの厨房長に作らせたんだが、さめてもうまいから。滋じ養ようもつく。スープと餃子ギヨーザだ」

「え、あ、あの、ランさん」

「なんだ気持ち悪い」

「ひょっとして、ラーメンって知ってる？」

「昨夜食べたが。……なんだ、知っているのか。オスタスにはないと思っていたが」

「ラン様。こんど食べに行っていい？」

　尻尾しつぽがあったら振ふっていそうな勢いきおいで、マルタは目をきらきらさせた。

「別にかまわんが、ふつうに戻らないか？　ラーメン目当てとわかっていても気持ちが悪い」

「それがわかってるんならいいじゃん」

「まぁな。ラーメンは麵めんがのびると美う味まくないから、うちに来い。これを出せば話が通じるから」

　ランはポケットから指ゆび輪わのケースを出すと、マルタに差し出した。

　あからさまにうへぇと声に出してしまう。

「ごめん、僕、君と婚こん約やくは」

「馬ば鹿か野や郎ろう。私だってごめんだ気き色しよく悪い」

　馬鹿野郎だって。ラン、ほんと口悪い。

　マルタはそう思いながらもケースを受け取って開けた。

　中には木製の指輪が入っていた。シャツのボタンほどの円えん盤ばんが彫ほり出され、その中に雲をまとった龍りゆうの彫ちよう刻こくがあった。

「細こまかいなーこれ」

「当主の友人に渡わたす指輪だ」

　マルタは思わずきょとんとしてランを見た。ランは、顔を赤くするとマルタを見ずに早口で言う。

「お前の活かつ躍やくは、あの簞たん笥すみたいな警けい部ぶから聞いた。……がんばったそうだな。で、私もお前を尊そん敬けいしたんだ。……だから、私はお前の友達だ。あとは私がお前の尊敬を受ける番だ。……がんばるよ」

「僕、お前のこと尊敬してるよ」

「え」

「だって、お前商売がんばってるじゃない。大変だろうと思うし、すげえなぁって思ってる。それに。僕のこと嫌きらいだったのにがんばってこんなのくれてさ……ありがと、嬉うれしいよ」

　ランは真っ赤な顔のまま立ち上がり、バスケットをサイドテーブルに置いた。

「籠かごと、入れ物は、あとで私が取りにくるから。誰かに取りに来させるのではなく、私が来るからな！　養よう生じようしろ！」

　ランはそう言ってまたつかつかと出て行った。

　誰もいなくなった病室で。マルタはもらった指輪をつくづくと眺ながめる。

　嬉しかった。けれど、バーチのことを思い出して、やっぱり泣ないた。







　病室の外で待っていたボディガードとともに、ランは病院の前庭に出た。

　マルタ・サギーに友情の指輪を渡すのは、どんなレセプションでスピーチするより緊きん張ちようしたが、逃にげずにちゃんとやれたことが誇ほこらしかった。

「ふふん、私もなかなかやるじゃないか」

　満まん足ぞく感かんに胸を張り、植え込みが美しい前庭に目をやれば、ぼんやりとベンチに座っている女性に目を奪うばわれた。

　なんと美しい。求きゆう婚こんしよう。

　ぼーっとそう思ったら、マリアンナ・ディルベルタだった。

　なるほど、と咳せき払ばらいをして自分を落ち着かせる。

　そうか、先せん刻こくマルタ・サギーの見舞いに来たと言っていたものな。

　野の小鳥を見るときより慎しん重ちように近づいて、声をかける。

「こんにちは、マリアンナ様。私も、今、マルタ・サギーの見舞いをしてきたところです。美しい庭ですね」

「ああ、フェオー様……」

　ランは、マリアンナが今まで見たこともないほど暗い顔をしているのが気になった。

「……どうか、しましたか」

　マリアンナはぱっと顔を上げて笑った。

「私、あなたと結婚しますわ。段だん取どりをつけていただけるかしら？」







　次の日、オスタスタイムス以下全すべての新聞の一いち面めんが同じニュースだった。

『女性実業家、マリアンナ・ディルベルタと東洋の富ふ豪ごう、ラン・フェオー挙式決定。一週間後に、フェオー氏所しよ有ゆうの飛行船で』

　待まち合あい室しつから新聞を持ってきたリッツはマルタを問とい詰つめたが、マルタはなにも言わなかった。

「お似合いだよ。よかったよね」

　笑ってそんなことを言うから、リッツは新聞を握にぎりしめて怒ど鳴なってしまった。

「大馬ば鹿か野や郎ろうッ!!」

　その日はリッツの退たい院いんの日だったので、リッツはすぐに家に戻った。一部始し終じゆうを見ていたアウレカは、マルタの顔を見ていたが、なにも言わなかった。

「……俺、この結婚式までここにいるわ。いいよな」

　そう言ったきり、背を向けて眠ねむった。

　好きにすればいいとマルタは思った。









　第十章　マイラブ






「準じゆん備び期き間かんが一週間と、極きよく端たんに短いのはなぜですか？」

　マグネシウムのフラッシュの中で、記者がランに向かって聞いている。ランは嬉うれしそうに言う。

「だって、マリアンナさんに逃げられたらいけないじゃないですか」

　記者たちがどっと笑う。

「マリアンナさんは、準備期間が短いことについては？」

　マリアンナは完かん璧ぺきな微笑ほほえみで言う。

「よろしいんじゃないかしら。早いほうが」

　記者たちが、おお、とどよめく。

「列れつ席せき者の皆みなさんには、せわしないことになるとは思います。それは申もうし訳わけないのですが」

「いや、でも一番忙いそがしいのは準備される方でしょうねぇ。昨さつ今こん、それは手当をはずまなくてはなりませんよ？」

　記者の言葉に場は沸わき、ランは苦く笑しようした。























　バーチの屋や敷しきは落ち着かなかった。結けつ婚こん式しきのためにすることはいくらでもあった。けれど、こんなことが大好きなはずのマリアンナは、窓辺で髪かみや爪つめの手入れをされながらぼーっとしていることが多かった。

　ジャックがやってきて、手て元もとの書類から細こま々ごまと必要事じ項こうを読み上げる。

　バーチはぼんやりと返事をし、ジャックは下がる。

　一度だけ、ジャックは言った。

「お嬢じよう様さま。ほんとによろしいんですね？　あたしゃ知りませんよ」

「何がだ」

「……失礼します」

　マリアンナはため息を吐つく。

「変なジャック……」

　けれどその場にいたメイドたちは全員、ジャックと同感、という様よう子すで視し線せんを交かわした。







　マルタはマルタで、魂たましいが抜ぬけたようにぼんやりしていた。

「……陛へい下かにいただいた礼れい服ふくは、一いち応おう洗せん濯たくに出しといたからな」

「いいよ。結婚式にいかないもん」

「……そうか」

「うん」

　病院のベッドで、そんな会話をする。

　アウレカは聞こえないふりをしていた。

　リッツはじゃあ帰るねと言って、病院の外にでた。塀へいの外で待っていたジョゼフ犬が足あし下もとで尻尾しつぽを振ふっている。

「……マルタ、何やってんだろうな」

　バカめ。







　一週間、なんてあっという間だ。

　七年だって、過ぎてしまえばあっという間だったもの。いや、噓うそだ。長かった。

　退院して、事務所のカレンダーを見ながら、マルタはそう思った。

　今日はマリアンナとランの結婚式の日だ。関係ないだろうに、道は楽しそうな人々で溢あふれかえっている。飛行船が一ひと目め見られれば幸こう運うんというところだろう。

　アウレカの寝ね床どこも嫌いや々いやながら作って、退院の荷物の中から洗濯物をリッツは引っ張り出す。

　マルタは簞たん笥すの中からハンチングを出してかぶった。

「ちょっと、トーリアスのところに行ってくる。帰りは夜だと思うよ」

「あ、うん。行ってらっしゃい」

　一度送り出して、リッツはジョゼフ犬と遊んでいるアウレカに言った。

「アウレカ。一いつ緒しよに行って」

「……ほんっと、お母さんみたいだなお前」

「夕ゆう飯はんいらないの」

「そういうとこもだよ」

　言うわりにアウレカは軽けい快かいに出て行った。

　マルタは、浮うかれて溢れる人々を避さけて、歩く。

　せっかくランに友情の指輪をもらって、招しよう待たい状じようももらったのに。ごめん。もう飛行船は飛び立った頃ころかな。

　アウレカに追いつかれて警けい察さつ署しよに行くと、珍めずらしく閑かん散さんとしていた。机つくえでトーリアスがコーヒーを飲んでいた。

「よ」

　ブラシみたいな髭ひげと、簞笥みたいな体つき。水色の目がきれいだ。

「お前らのおかげで、カード扱あつかいのタブーとかわかって助かったよ。『カード戦争』委員会は、挨あい拶さつには来るんだけど肝かん心じんなことはいっこも教えてくんないからなぁ」

「で、今日は何ですか」

「デアスミスと、クレイフルの檻かん房ぼうをチェックして欲ほしいんだよ。アウレカさんもいいかな？」

「いいよ」

　監かん獄ごくは、暗かった。明かり取りの窓が、高こう所しよに線のように入っているだけだった。クレイは包ほう帯たいだらけでベッドに寝かされ、デアスミスは隣となりの房ぼうで両手両足を鎖くさりでつながれて、椅い子すに座すわって本を読んでいた。

「やぁ。トーリアス警部。そして異世界人のカード使いのお二人。ご機き嫌げんよう」

　囚しゆう人じん服ふくを着てすら、やはりデアスミスは美しかった。

「……なんだね探たん偵てい。私をとらえたというのに不ふ幸こう面づらをして。腹はらが立つな」

　デアスミスは横よこ目めでマルタを見て、片かた手てで本を閉とじた。

「不幸なんかじゃないさ。ちょっと……ちょっと、仕し方かたないことがあっただけだ」

　あれ。

　この台詞せりふ、僕前にも言ったな。

　どこでだっけ。

「仕方ない？　本当かね」

　鉄てつ格ごう子しの向こうで、デアスミスが嘲ちよう笑しようする。

　ああ、そうだ。

　ランに言ったんだ。信しんと会えない理由を。だって、仕方なかった。僕が馬ば鹿かだから。

「……なんだか、腹が立つな。私が捕つかまったんだから、もっといい気になってて欲ほしいものだが」

「ってか、デアスミス、元気なの？　あんな重いもの乗っけて」

「肋ろつ骨こつに罅ひびが入っているよ。コルセットをしている。忌いま々いましいな」

「寝てろよ」

「そんな気分じゃないし、暇ひまつぶしにやせ我が慢まんをしているところだ。いてて」

「痛いんじゃん」

「当たり前だ、肋骨に罅が入ってるんだぞ」

　隣となりの房から声がした。

「デアスミス様、お休みください」

「クレイ、お前も寝てろ」

　トーリアスが額ひたいを押おさえて言った。

「いいかね、探偵」

　デアスミスが鉄格子の向こうで、その手をひらりと舞まわせる。

「私が何より憎にくむのは愚ぐ鈍どんだ」

「お前の好みなんか」

　マルタは遮さえぎろうとしたがデアスミスは気にしない。

「自分の幸福を、自分で手て放ばなすとかな。くだらん！　世界はそんなに狭きよう量りようではない。一人一人が自分の幸福を追い求めるべきなのだ。逆ぎやくにいえば、自分の幸福の面めん倒どうは自分で見るべきなのだ。それが世界の正しいあり方で、私はそれを熱ねつ烈れつに支し持じするものだ」

　アウレカが口笛を吹いて拍はく手しゆをした。

　トーリアスとマルタは目を見開いて、それから視し線せんを交かわしてデアスミスを見た。

「……じゃ、なんでオスタス全ぜん滅めつとか……」

　呆ぼう然ぜんと問いかけたマルタに、デアスミスは馬鹿を見る目で見て答えた。

「私の幸福……この場合はこの世界の保ほ持じという目的のためだ。なんら矛む盾じゆんはしていないだろう」

「俺も！　俺も自分の幸せのためにがんばってる！」

　アウレカが楽しそうに言って両手を挙あげた。

　トーリアスとマルタはうんざりと顔を見合わせた。

　トーリアスもアウレカと逢あって、やっぱり三秒で腹を立てた。

　迷めい惑わく二大巨きよ頭とうの言うことが同じ、というのはかなりうんざりする。

　隣の房から、我が慢まんできなくて漏もれたと言ったような笑い声が響ひびく。クレイだ。

「フレッド。マルタ。感かん服ぷくするがいい。これが俺の心しん酔すいするデアスミス様さ。高こう潔けつだろう？」

　クレイが自分のこと俺って言った。新しん鮮せんな驚おどろきをマルタは覚えるが、それはトーリアスと一いつ緒しよだからなのだろう。古い友人なのだと言っていた。

　言ってまた、クレイは笑っている。

　デアスミスも笑った。

「クレイ。そんなにおかしいか？」

「はい。最高です、デアスミス様」

「……なんでこいつら隣なの……」

　なんだかいやな感じがして言ったマルタに、トーリアスが肩かたをすくめる。

「カード使い対たい策さく出来てるのここしかないんだ。オレイヤーズさんにご指し導どういただいてね。……ほんと、『カード戦争』委員会って何にもしてくれないから」

　あ、そうだ。バーチの服もらわなきゃ。シェリーさんに殺される。

　でも、バーチにどんな顔して逢えばいいんだ？

　怪かい盗とうもやめるって言ってた。だったら怪盗と探偵としてももう会えないんじゃないか？

　僕はランの友達だけど、でも、このままにしてたら。

　マルタの脳のう裏りに、バーチの笑え顔がおがよみがえる。

　胸むねが痛くなった笑顔。

　なにも言わず、あの時バーチは笑った。

　ランの友達としてたとえばやつの家に行ったとして。バーチは迎むかえてくれるだろう。

　でも、それは今までみたいな顔でじゃない。

　今までみたいな潑はつ剌らつとして、軽けい妙みようで、知的で、洒しや落れてて、でもどこか抜ぬけてる。そんなバーチじゃない。

　それは僕のせいだ。

　僕だってあのとき、僕もあんたを愛してるってすごく、すごく言いたかった。

　でも、僕と一緒にいたら不ふ幸こうになるから。

「……鷺さぎ井いさぁ」

　アウレカが、苦く笑しようして語り出す。

「なんでオスタスだったんだろうなぁ。……せっかく俺相あい棒ぼう出来たと思ったのに。もうお前『カード戦争』のホントのプレイヤー捜さがしになんか興きよう味みないじゃん。あーあ、あん時、あんなカード使わなかったらよかったよ」

　ああ、そうか。うん、そうだ。

　僕はもう、オスタスで生きる。アウレカと一緒には行けない。僕はここで生きたいんだ。そのために蓑みの崎さきを捨てた。

　蓑崎。大事な人たち。今だって大事な人たち。

　ホント最低ですよね、鷺井さん。

　早さ紀きちゃん。

　チーズと鱈たらは、一いつ緒しよなのは無む駄だじゃないよ。少なくとも僕にとっては。だって、僕は君の泣なき顔を覚えてるもの。笑おうとがんばってた、君の泣き顔を。




「……僕は最低だ……」

　だめだ。

　くそ。

「行けよ鷺井。相棒は解かい消しようだ。ま、ストラグルくらいはしようぜ」

「結婚式の警備を担当している市警の警けい部ぶとしては問題あるかもしれないけど、俺がよそ見してるうちに行けよ」

　トーリアスまで言う。

「行け。幸福を体たい現げんせず、不幸に耽たん溺できするのはただの阿あ呆ほうだ」

　なんでデアスミスが焚たきつけるんだろう。

「……行け、マルタ」

　クレイの声がした。バーチに車をスクラップにされてぼこぼこにされたクレイの声が。

「どうせ、生きていると言うことは誰だれかの迷めい惑わくなんだ。存在している限り、誰かは誰かの邪じや魔まだ。だが、生まれてきたからには生きるのは義ぎ務むだ。私は殺さつ人じん鬼きで、人の人生を奪うばったが、そうは思っている。……生きるだけで人は人の邪魔になる。悲しい事実だ。だが、私にとってのデアスミス様のように、誰かは誰かを必要としている。……そんな人を見つけたら、迷惑でも何でも、あがいてみればいい」

「……クレイ？」

「行くがいい、マルタ。後こう悔かいというのは実に苦にがいものだぞ。……お前みたいな弱いのが、耐たえられるとは思えないよ」

　マルタはもう、なにも考えられなくなって飛び出した。階かい段だんを駆かけ上がり、警察署内を駆けたら入り口のホールのところに有ゆう翼よくの警官たちがたまっていた。はちまきを締しめていて、そこに『三時のお茶の時間を認みとめろ』と書いてあった。ホールが満まん杯ぱいになるくらいいて、これからデモ行進をするんだろうなとわかった。プラカードを持っていたから。

「ねぇねぇちょっと君たち」

　声をかけたら一いつ斉せいに振り向いた。誰かが、あ、探偵Ｍだと呟つぶやいた。

「明日の一いち面めんを飾かざりたくない？」

　有翼の警官たちはまた一斉に頷うなずいた。







　トーリアスが階段を上って、その様子をこっそりのぞいていた頃ころ。

　アウレカはデアスミスに言った。

「な、デアスミスさんよ。俺と、あんたは目的が合がつ致ちしてんじゃねぇかな。ただいま相棒大募ぼ集しゆうなんだけど。あ、人殺ししないって条件でな？」

　デアスミスは首をかしげ、薄うすく笑って考える。

「クレイと共に行くのなら、悪くない条件だな」

　アウレカは笑って、カードを何枚か取り出した。

「……ここから出るのは、ちょーっと手て間ま取るけど、待てる？」

「かまわん。時間なら腐くさるほどある。がんばれ」

　言って、デアスミスはまた本を開いた。







　一週間という準じゆん備び期間の中で、ランが買い集めたのは花だった。色とりどりの、主おもに薔ば薇ら。

　マリアンナのドレスは工こう房ぼう一つを借かり切って、お針はり子こ十人でかかり切りで作り上げた。レースは在庫の特とく上じよう品ひんで間に合わせ、本来ならいちいち細こまかい指示を出しそうなマリアンナが何を見ても、

「すてきね」

　としか言わないのを、ランもマリアンナの部下たちも気がついていた。

　控ひかえ室で花はな嫁よめの支し度たくを完全に終わらせたマリアンナに、父親役を命じたダンピールの部下が迎えに来た。

「マリアンナ様、お時間です」

「……ありがとう。行くわ」

　介かい添ぞえ役やくのメイド二人に、ドレスとヴェールの裾すそをさばかせて、マリアンナは立ち上がる。

　純じゆん白ぱくのドレスとヴェールに、ダイヤモンドのイヤリングとネックレス。ドレスにはそこここに色とりどりのミニバラがあしらわれている。

　戸口でジャックが、バラとアイビーのウェディングブーケをバーチに渡わたした。

「……あたしゃ知りませんからね」

「お前が勧すすめたんだろう。心しん外がいだ」

　バーチはブーケを受け取って、飛行船内にわざわざ設しつらえた聖せい堂どうへと向かった。なにもかもどうでもいい。

　ランのことは嫌きらいではない。

　だが、このつまらなさは何だろう。

　マルタにふられたのが、そんなに傷きずついたというのか、この私が？

　馬ば鹿かな。

　あんなのたいしたことじゃない。

　どうでもいいことだ。

　そう、結けつ婚こんもどうでもいい。

　扉とびらが開かれ、赤い絨じゆう毯たんを歩く。

　列れつ席せき者しやたちはマリアンナの美しさに感かん嘆たんし、マリアンナは花で飾かざり立てられた聖堂に足を踏ふみ入れる。

　オルガンが弾ひかれ、署しよ名めい台だいの前にはランが待っている。

　立て襟えりの白い礼れい服ふく。よく似合うことだと、衣い装しよう合わせの時に思った。

　ふかふかする赤い絨毯を、一歩一歩進んでいく。

　ヴェールが邪じや魔まだった。

　どん、と窓に何か当たる音がした。列席者がざわめく。大きな鳥でも当たったのかと思う。だが違ちがった。

　窓が開かれ、風が巻き起こる。

　飾られていた花が風にさらわれて散ちる。

　ヴェールが邪魔だ、揺ゆれて。

「ごめんなさい！」

　その声にバーチははじかれたように顔を上げて、窓を見る。

「ごめんね、ラン！」

　マルタだった。ハンチングはないが、いつもどおりの千ち鳥どり格ごう子しのベストの格かつ好こう。

　黒くろ髪かみは風に乱みだれ、開けた窓の窓枠わくに両手で摑つかまり、両足で踏ふん張っていた。少し離はなれたところに有翼人の警官の一団が興きよう味み津しん々しんといった体ていで覗のぞき込こんでいた。

　おそらくここまで彼らに運んでもらったのだろう。

　有翼人を働かせるのは、自分でも難むずかしいのに。

　それで、なんでランに謝あやまってるんだ？

　遅ち刻こくしたからか？

　ああそうか、列席するのか。

　そうか。

　そう思ったら、バーチは胸がつぶれそうに痛かった。

　なんだろうな。

　病気だろうか。

　薬を調ちよう合ごうせねば。

　だが、ランの態度はふつうと違った。

　なんだかせいせいと笑って、胸を張って言った。

「遅おそいぞ馬鹿者。そして勝負はこれからだ」

　先を促うながす司会者のように、ランは白手て袋ぶくろの手をマルタに向かって開いた。

　そしてバーチを見つめる。

「ごめんね、あのね、僕あのとき噓うそ吐ついた。僕あんたを愛してる！」

「なんだと!?　貴き様さま年上はいやだと言ったじゃないか!!」

　だからマリアンナでつきあっても無む駄だかと思ってあきらめていたのに。

　腹が立って絨じゆう毯たんにブーケをたたきつけた。

「だってあきらめて欲しかったんだ！　詳くわしいことは端折はしよるけど、僕、死んだら地じ獄ごくに堕おちることになってるんだ、だから好きな人を巻き込んじゃいけないって思ったんだよ！」

「そんなもん死んだら死んだとき考えればいいだろう！　何考えてるんだ下くだらんっ!!」

「ごめんなさい、だから、あらためて言うよ！　一いつ緒しよに生きて、一緒に地獄に堕ちてくれないか!?　ごめん、いい男じゃなくて。ごめん最低で。でも僕、後こう悔かいしたくない、あんたに噓吐きたくない、あんたが大好きだ、一生かけて好きだ、僕はあんたを愛してる!!」

　なにを言われたんだ。

　よくわからない。

　けれどバーチの目の前がゆがむ。

　熱い涙なみだでゆがむ。

「……ま、わかっていたけどね」

　ランが苦く笑しようして言った。

「ラ、ラン？」

「マリアンナさん。私もあなたを愛しています。でも、この一週間、あなたはとても悲かなしそうだった。……私ではあなたに、そんな生き生きした顔をさせてあげられない。それなら、我わが友にあなたを渡すのは……まぁ、業ごう腹はらですが、奴やつに愛あい想そうをつかした時には私を頼たよっていただくためには大事でしょう？」

　バーチはつくづく感かん心しんして肚から言った。

「……お前いい男だなぁ！」

「それを振ふるのですから、お覚かく悟ごなさい。あなたは男を見る目がない」

　ランはバーチの手をとって、レースの手袋の上にキスした。

「あっ、ランそれダメ！」

　マルタが慌あわてて言い、ランが姿し勢せいを戻もどして言う。

「ケチケチするな」

「……マルタと、打ち合わせでもしてたのか？」

「まさか。あいつは出欠の返事も送ってきませんでしたよ」

　肩かたをすくめてランはマルタを見る。

「あ、あのー……指輪返そうか……恥はじかかせたよね、ごめん……」

　マルタの言葉に、ランは笑う。

「今週中に、私の屋や敷しきに来い。ラーメンを一緒に食べる約束だろう」

　マルタは、安あん堵どに涙が浮うくのを感じた。笑って頷うなずく。

「うん！」

　バーチの手を離して、ランは言った。

「私はね、信じています。生まれてきたからには、皆みな、幸せになるためにあがくのが否いや応おうのない義ぎ務むだと。それを伝えるのが教きよう養ようです。あなたは教養のある方だから知っていますよね」

「ええ。あなたも」

「はい、私も」

「ありがとう、ラン・フェオー。大好きだ」

「私なんか心から愛していますよ。お幸せに」

　二人は長い友人がそうするように、目を見つめ合いながら力強い握あく手しゆをした。そしてバーチは大量のヘアピンを神かみ業わざのような早さで外はずしながらつかつかと窓に向かう。

　ヴェールが床ゆかに落ち、黒髪が背中になだれる。

　バーチはマルタに抱だきつくと、そのまま落らつ下かした。飛行船からの花が一緒に落ちる。

　列席者がざわめくのを無視して、ランはヴェールとブーケを拾ひろうと言った。

「さて、私一人では結けつ婚こんは出来ませんね。どなたか花はな嫁よめになってくださる方はおられませんか？」

　女性たちが一いつ斉せいに手を挙あげて会場は大混こん乱らんになった。

　ランは、その中の一人、一番最初にランにたどり着いた人間族の少女と、本当に結婚した。

「私は運命論者なんです」

　と、後に飄ひよう々ひようと語った。

　ジャックは、落ちていくマルタとバーチを控え室の窓から見て呟つぶやいた。

「……あたしゃ知りませんよぅ？」

　口くち元もとには、久々の笑みが浮かんでいた。







　落下しながらマルタはバーチを抱きしめた。

「ありがとう、ごめん、バーチ!!」

「馬鹿者！　ばかもの！　ばかもの!!　年上だなんだと、私の本当の年も知らないだろうが！　本当は男かもしれないだろうが！」

　マルタは、バーチの顔を見ながら、幸せに瞳ひとみを潤うるませて言った。

「うん。でもバーチ、あんたならおばあちゃんでも、おじいちゃんでも、男でもなんでもいいんだ。だってあんたはたったひとり。この広い世界で、長い時間で、永久にたったひとりだけなんだ。あんたを愛してるんだ。あんただって、僕のどこが」

「やかましい！　好きなものは好きなのだ!!」

「ずるいなー、なんだその理り屈くつ」

「ずるくない。お前が面めん倒どうくさいだけだ」

　不ふ敵てきに笑ってバーチは言った。

「愛しているぞ、マルタ・サギー。お前がいない天国などいらん。だいたい死んだらどうなるのかわからんのだ。死んだら死んだとき考えよう。一緒に。……おまえは要いらないことを考えすぎなんだ」

「うん」

　そうだね。

　森川の声が蘇よみがえる。

　今を大事に生きなさい。

　それがどういうことか、森川さん、やっぱり僕にもまだわかんないけど。

　僕、間ま違ちがってないよね。

　後こう悔かいはしない。

　どんなことが起きても、立ち向かう。

　絶対だ。

「ところでマルタ。これ、落ちてどうするんだ？」

　全く不安に思っていない口く調ちようでバーチは言う。

「あ、うん。着ちやく陸りくするためのカードあるから」

「そっか」

　地上に着いたらどうしよう。

　明日からどうしよう。

　そのあとはどうしよう。

　いいや、そのとき考えよう。

　バーチはお金持ちだから、自分の暮くらしはちゃんとするだろうし、話し合えばいい。

　僕はどうしよう。

　探偵Ｍは廃はい業ぎようになるかな。

　シシャとの契けい約やくはあるけど、警察の依い頼らいはなんとかのらりくらりかわせないかな。穏おん健けんなイレギュラーカード渡してもらえないかな？

　あとは、そうだ。

　探偵事務所をやろう。

　カードで謎なぞを解とくんじゃなくて、猫ねこを探したり、浮うわ気き調査をしたり、家出人を捜さがしたり、学校の評ひよう判ばんを聞いて回ったり。

　だってそれなら僕出来る。

　だって、森川さんが教えてくれた。

　森川さんと、早紀ちゃんと、信で探偵事務所をやりたかった。

　でも今度は僕とリッツとジョゼフ犬で探偵事務所をやればいいんだ。

　僕はもう、やり方を知ってるから。

　大だい丈じよう夫ぶ、ふつうに出来るよ。

「ところで、疑ぎ問もんなんだがな、マルタ」

　バーチが言う。

　自じ由ゆう落らつ下かの中でバーチはマルタに両りよう腕うでをかけ、マルタはバーチに足を上げさせて膝ひざの裏うらに腕をかけてだっこする。

「ん？」

「どうして私が、……マリアンナがバーチだとわかったんだ？　私は何かミスをしたかな？」

　それは言わない。

　リッツにだって、説明を一ひと言ことで済すませたことの、詳くわしい中身なんか言わない。

　だって、どこで『カード戦争』委員会が聞いているかわからないから。

　口に出して、思い出したくもないから。

「それは仕方ないよ。あなたの謎なぞが暴あばかれるのは」

　なぜだ？　とバーチは緑色の瞳で覗のぞき込こむ。

　ああ、やっぱり恒こう星せいみたいだ。太陽を閉とじこめたみたいだ。

「だって」

　間ま近ぢかで見つめていられる幸せにとろけて、マルタは言った。










「マルタ・サギーは探偵だから！」











完
















　あとがき




「今度、富ふ士じ見みミステリー文庫というものを立ち上げるのですが、書いていただけませんか？」

　当時の編集長だったＴさんにそう言っていただいたことがあります。

「ミステリーは好きなんですが、あのその、トリックとかですね、思いつかなくてですね……正しよう直じきどう書いたらいいのかわからなくて……」

　と答えて、

「そうですか」

　と、そのときは引いていただきました。




　その後、もう一度Ｔさんに偶ぐう然ぜんお会いしたときに、確たしか、

「うちにね、いい編集がいるんで、一度会っていただけませんか」

　と、言っていただいて、お会いしたのが現担当のＫさんでした。

「トリックでなくていいです！　ミステリーでなくていいです！　それっぽかったらいいんです!!」

　と、言っていただいたので、

「……じゃぁトリックでなくてミステリーでなくて、……探たん偵てい出しましょうか！」

「いいですね探偵！」

「トリックでなくてミステリーでないと探偵成立しない気がしますけど！」

「いいですよ!!」

「なんかびゃーって勝手に解決するんですよ事件!!　あと怪かい盗とう!!」

「いいですね怪盗！」

「あと助じよ手しゆ！」

「いいですね助手！」

「……ほんとにミステリーでなくて、いいんですか？」

「いいですよ」

　それでマルタが始まりました。（もちろんこの会話は実際の通りではないわけですが、抽ちゆう出しゆつするとこんな感じだったと思います）

　でもほんとにびゃーって事件解決させるわけにもいかなかったのでカードを作りました。ある意味びゃーって解決することになりましたが、これはこれで話の核かくになりました。




　マルタは、話の中で成長しました。予よ定てい調ちよう和わ的てきなそれではなく、私の思おも惑わくを超えて変へん貌ぼうしていったと思います。

　少年が男になる話、生活をするというありふれた苦く難なんを乗り越える術すべを身につける話にしよう、あと美人がボインボイン脱ぬぐ話。おしゃれ着は脱ぐためにあるのです。と、いう話にしようと思ってはいましたが、まぁ書いてみないとわからないものですね。バーチもっと脱がしたかった……。

　気に入っていたキャラクターは、ジャックさんとミスター・ブルネルでした。




　長いシリーズを書いていると、不ふ思し議ぎな気分になることがあります。

　お手紙をいただくのでも、声を掛かけていただくのでもなく、なんとなく読者さんが読んでくださっている、という気分です。

　それは事実としてそうですし、読んでいただくために私も書いているわけなんですが、実じつ感かんとしてそれがあるというのはとてもありがたいことです。

　もしかして、誰だれも喜よろこんでないんじゃないかなぁとか、そんなことも考えます。最初はよかったけど、今回はいやがられたんじゃないかなぁと思うと落ち込みます。

　でも、このシリーズは一冊出すごとに、つまんないって思う人もいるかも知れないけど、好きでいてくれるひともいるかもしんないよ！　という気持ちから、あっ、好きでいてくれるひといるみたい。と、なんというか、不思議な手て応ごたえがあった作品になりました。

　途と中ちゆうで一度、書けなくなったりもしましたが、完結まで持ち込めたのはその手応えのおかげです。

　このシリーズを読んでくださった皆みなさん、ありがとうございました。

　発刊の間あいだも空あきましたし、追って下さるのも苦労だったと思いますが、もうこれで最終巻です。




　いつもは終わらせるのが楽たのしいのですが、今回はなぜか、終わらせるのがとても寂さびしかったです。

　どのお話だってそうなのですが、このシリーズに関しては特に、『読者さんに育そだてていただいた』という感覚が強いからだと思います。

　それはリアルタイムの読者さんでなくても、たとえ今から、そしてこれから読んでくださる読者さんでも、とても不思議なことではあるけれど、時間も空間も超こえて、それはきっと感じるものだと思います。




　オスタスは楽しい街でした。

　蓑みの崎さきは楽しい街に、丸まる太たがしてくれました。

　そしてマルタ・サギーは探偵になれました。

　優ゆう秀しゆうな助手と名めい犬けんに支えられ、富ふ豪ごうの恋人と過ごす日々は、なんだかんだ悩なやみを抱えながら、そしてなんだかんだ乗り越えてこれから彼の日々としてきっと続いてきます。




　全てみなさんのおかげです。

　心から、どうもありがとうございました。




　すばらしい挿さし絵えでこの話を際だてて下さったすみ兵さん、ありがとうございました。すみ兵さんの描えがくオスタスが大好きです。











二千八年　　　　野梨原花南





















マルタ・サギーは探たん偵ていですか？７
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